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はじめに

『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherユーザーズ・ガイド11gリリース1(11.1.1)』にようこそ。


対象読者

このドキュメントは、Oracle BI Publisherでレポートの表示およびスケジューリングを行うレポート使用者を対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleカスタマは、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。


関連ドキュメントとその他のリソース

関連するOracle Business Intelligenceドキュメントの一覧については、Oracle Business Intelligenceドキュメント・ライブラリを参照してください。

さらに、Oracle Business Intelligence関連オンライン・トレーニング・リソースについては、Oracle Learning Libraryにアクセスしてください。


システム要件と動作要件

ハードウェアとソフトウェアの要件、プラットフォーム、データベースおよびその他の情報の詳細は、システム要件と動作要件のドキュメントを参照してください。いずれのドキュメントもOracle Technology Network (OTN)から入手できます。

システム要件のドキュメントには、ハードウェアとソフトウェアの要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチなどの情報が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html

動作要件のドキュメントには、サポートされているインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサードパーティ製品が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













Oracle BI Publisherユーザー向けの新機能

この序章では、Oracle Business Intelligence Publisher 11gリリース1(11.1.1)におけるOracle BI Publisherのレポートの表示機能およびスケジュール機能の変更点について説明します。リリースごとの機能、ツールおよび手順の違いについて、次の各項で説明します。

この序章には、次のトピックが含まれています。

	
Oracle BI Publisher 11gリリース1(11.1.1.7)の新機能


	
Oracle BI Publisher 11gリリース1(11.1.1.6)の新機能


	
Oracle BI Publisher 11gリリース1(11.1.1.5)の新機能


	
Oracle BI Publisher 11gリリース1(11.1.1.3)の新機能





Oracle BI Publisher 11g リリース1 (11.1.1.7)の新機能

Oracle BI Publisher 11g リリース1 (11.1.1.7)のレポート・ユーザー向けの新機能には、次のものが含まれます。

	
イベント・ドリブンなスケジュールの拡張


	
新しいパラメータ・タイプ: フレックスフィールド(Oracle E-Business Suiteユーザー向け)





イベント・ドリブンなスケジュールの拡張

イベント・ドリブンなスケジュールを定義するときに、BI Publisherが自動的にトリガーを再実行してレポート実行条件をテストするように、再試行間隔も設定できるようになりました。この機能をサポートするために、「再試行制限」と「休止時間」の2つのフィールドが新たに追加されました。これらのフィールドを使用して、BI Publisherが条件をチェックする回数と、試行の間に待機する時間間隔を定義できます。詳細は、第4.4.2項「スケジュール・トリガーの有効化」を参照してください。


新しいパラメータ・タイプ: フレックスフィールド(Oracle E-Business Suiteユーザー向け)

Oracle E-Business Suiteユーザー向けに、このリリースでは、フレックスフィールド・パラメータ・タイプのサポートが追加されました。BI Publisherのレポート・ビューアとOracle E-Business Suiteのフレックスフィールド定義を統合することで、フレックスフィールド・セグメントの値の範囲を選択してレポートに渡せるようになりました。詳細は、第3.3.1.2項「フレックスフィールド・パラメータのダイアログ」を参照してください。


Oracle BI Publisher 11gリリース1(11.1.1.6)の新機能

Oracle BI Publisher 11gリリース1(11.1.1.6)のレポート・ユーザー向けの新機能には、次が含まれています。

	
スケジュール済ジョブの編集


	
イベント・ドリブンなスケジュール


	
パラメータ表示オプションの拡張


	
「お気に入り」リージョン





スケジュール済ジョブの編集

スケジュール済のレポート・ジョブを編集できるようになりました。ジョブの編集後は、変更をジョブにそのまま保存することも、新しいジョブに保存することもできます。これにより、既存のジョブから新しいジョブを作成できます。スケジュール済ジョブは、「レポート・ジョブの管理」ページから編集します。詳細は、第5.9項「ジョブの編集」を参照してください。


イベント・ドリブンなスケジュール

スケジュール済のレポート・ジョブを、イベントに基づく条件に応じて実行できるようになりました。レポート・ジョブ定義で有効にするスケジュール・トリガーをレポートのデータ・モデルに含めることができます。レポート・ジョブの実行がスケジュールされると、トリガーが実行されます。トリガーからデータが返されない場合、そのジョブ・インスタンスはスキップされます。データが返されると、ジョブ・インスタンスはスケジュールどおりに実行されます。詳細は、第4.4.2項「スケジュール・トリガーの有効化」を参照してください。


新しいジョブ・ステータス: スキップ

イベント・ドリブンなスケジュール機能をサポートするために、このリリースでは新しいジョブ・ステータスが導入されています。スケジュール・トリガーからデータが返されない場合、そのジョブ・インスタンスは「スキップ」されます。スキップのステータスは、「レポート・ジョブ履歴」ページに表示されます。


パラメータ表示オプションの拡張

パラメータ表示オプションが次の点で拡張されています。

	
値のラジオ・ボタン表示とチェック・ボックス表示のサポート

データ・モデル内でメニューとして定義されるパラメータについて、そのメニュー・オプションをラジオ・ボタンまたはチェック・ボックスのリストとして表示するように構成できます。1つの値をサポートするように構成するパラメータでは、ラジオ・ボタン表示のオプションを選択できます。複数の値をサポートするように構成するパラメータでは、チェック・ボックス表示のオプションを選択できます。


	
レポート・ビューアでのパラメータの配置に関する新しいオプション

以前のレポート・ビューアでは、パラメータは必ずビューア上部の水平方向のリージョンに表示されていました。このリリースでは、パラメータ・リージョンを次のいずれかの方法で表示するように構成できます。

	
ビューア右側の垂直方向のリージョンに表示する


	
ダイアログとして表示する


	
独立したページとして表示する





	
パラメータの表示/非表示を切り替えるための新しいレポート・ビューアのアクション・ボタン

このリリースでは、ユーザーがパラメータ・リージョンの表示および非表示を切り替えることのできるアクション・ボタンがレポート・ビューアに追加されています。これにより、新しいパラメータ表示オプションがさらに拡張されます。レポートのパラメータをダイアログまたは独立したページとして表示するように構成している場合、ビューアにレポートが表示されると、パラメータ表示リージョンは非表示になります。パラメータ・リージョンを再表示して新たにパラメータを選択するには、「パラメータ」ボタンを使用します。


	
メニューへの検索機能の追加

指定された数を超えるオプションを持つすべてのパラメータ・メニューで、検索オプションを使用できるようになりました。詳細は、第3.3.1.1項「パラメータ検索ダイアログ」を参照してください。


	
「適用」ボタンの削除オプション

パラメータの「適用」ボタンを持たないレポートを構成できるようになりました。このようなレポートでは、新しいパラメータ値を選択すると、自動的にレポートが再実行されます。





「お気に入り」リージョン

ホームページの新しい「お気に入り」リージョンを使用すると、すばやくアクセスしたいアイテムに対してブックマークを作成できます。「お気に入り」リージョンから、レポートなどのオブジェクトを表示、スケジュール、構成および編集できます。「お気に入りの管理」ツールを使用すると、カタログからリージョンにアイテムをドラッグ・アンド・ドロップできます。また、カタログでオブジェクトの「詳細」リンクを使用して、そのアイテムを「お気に入り」に追加することもできます。詳細は、第2.3.5項「お気に入り」を参照してください。


Oracle BI Publisher 11g リリース1 (11.1.1.5)の新機能

Oracle BI Publisher 11g リリース1 (11.1.1.5)の新機能には、次が含まれています。

	
「レポート・ジョブの管理」ページからのレポート履歴へのアクセス


	
実行中のレポート・ジョブの監視


	
実行中のジョブの取消し


	
Excel 2007の出力タイプ





「レポート・ジョブの管理」ページからのレポート履歴へのアクセス

「レポート・ジョブの管理」ページに各ジョブの「履歴」リンクが含まれるようになり、実行の完了したジョブをすばやく確認できるようになりました。詳細は、第5.1項「「レポート・ジョブの管理」ページについて」を参照してください。


実行中のレポート・ジョブの監視

スケジュール済のレポート・ジョブの実行中に、「レポート・ジョブ履歴」ページでレポート処理のステージを確認できるようになりました。詳細は、第6.8項「実行中のジョブの監視」を参照してください。


実行中のジョブの取消し

スケジュール済のレポート・ジョブの実行中に、「レポート・ジョブ履歴」ページから実行中のジョブを取り消せるようになりました。詳細は、第6.9項「実行中のジョブの取消し」を参照してください。


Excel 2007の出力タイプ

レポートの新しい出力タイプとして、Excel 2007を使用できるようになりました。BI Publisherでこれを選択すると、Excel XML形式(.xlsx)の出力が生成されます。Excel 2007以降がインストールされている場合は、このオプションを使用するとレイアウトや書式が最も適切に維持されます。詳細は、第3.3項「レポート・ビューアのオプションの使用」を参照してください。


Oracle BI Publisher 11g リリース1 (11.1.1.3)の新機能

Oracle BI Publisher 11g リリース1 (11.1.1.3)の新機能には、次が含まれています。

	
ユーザー・インタフェースの大幅な改良


	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログの共有


	
対話型ビューア


	
拡張されたスケジュール・オプション





ユーザー・インタフェースの大幅な改良

新しいホーム・ページや再設計されたエディタやペインなど、ユーザー・インタフェースがいくつかの点で大幅に改良されました。これらの改良は、Oracle BI Publisherでの操作をより容易にし、一貫性を高めるためのものです。このガイドには、様々なユーザー・インタフェースの操作の詳細が含まれています。


Oracle BIプレゼンテーション・カタログの共有

Oracle BI Enterprise EditionでのBI Publisherのインストールについて、BI Publisherでは、Oracle BIプレゼンテーション・サービスと同じカタログを共有しています。


対話型ビューア

新しいBI Publisherレイアウト・エディタで作成されたレポートでは、新しい対話型の出力タイプを利用できます。対話型ビューアにより、レポートの異なるコンポーネントで、ポップ・アップ・チャートの詳細、スクロール可能な表、表のフィルタリング、表のソート、および伝播されたフィルタリングを利用できます。この対話型操作は、レイアウト・エディタでレポートを設計するだけで実現し、追加的なコーディングは必要ありません。


拡張されたスケジュール・オプション

1つのレポート・ジョブで、異なるレイアウトを適用した複数の出力を生成し、それぞれを異なる宛先に送信できるようになりました。スケジュール・オプションが拡張され、使用できる繰り返しパターンのオプションが増えました。







1 Oracle Business Intelligence Publisherの使用に関する概要


この章では、レポート使用者用のOracle BI Publisherの概要、およびレポートの表示とスケジュールに特有の機能について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第1.1項「Oracle Business Intelligence Publisherの概要」






1.1 Oracle Business Intelligence Publisherの概要

Oracle Business Intelligence (BI) Publisherは、高度に書式設定されたあらゆるドキュメント(操作レポート、電子資金決済関連ドキュメント、行政機関向けPDFフォーム、出荷ラベル、小切手、営業文書など)をオーサリング、管理および配信するためのエンタープライズ・レポート・ソリューションです。

『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherユーザーズ・ガイド』では、レポート使用者がBI Publisherを使用してレポートを表示およびスケジュールする方法について説明します。この製品を他のビジネス・ロールで使用する場合の詳細は、表1-1に示している他のガイドを参照してください。


表1-1 BI Publisherのその他のガイド

	ロール	タスクの例	ガイド
	
管理者

	
セキュリティの構成

システム設定の構成

システム・プロセスの診断と監視

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイド



	
アプリケーション開発者またはインテグレータ

	
Application Programming Interfacesを使用した、既存アプリケーションへのBI Publisherの統合

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisher開発者ガイド



	
データ・モデル開発者

	
レポートで使用するデータのフェッチと構成

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイド



	
レポート・デザイナ

	
レポート定義の作成レイアウトのデザイン

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド











1.1.1 レポート使用者向けの概要

レポート使用者は、次の作業を実行します。

	
BI Publisherカタログからリアルタイムでレポートを実行および表示する作業


	
プリンタ、FAX、電子メールなどの様々な宛先に対して、選択した間隔でレポートの実行をスケジュールする作業


	
レポート履歴を表示する作業


	
BI Publisherのアナライザ機能を使用してレポート・データの非定型分析を作成する作業


	
BI PublisherのAnalyzer for Microsoft Excelを使用して、レポートをMicrosoft Excelで開いて操作する作業




実行できる作業は、管理者から割り当てられている権限によって異なります。

レポート使用者が作業を実行する方法の詳細は、次の各トピックで説明します。

	
第2.4.1項「カタログの参照」


	
第3.1項「BI Publisherでのレポートの表示について」


	
第3.4項「アナライザを使用した非定型ピボット・テーブルの作成」


	
第3.7項「Analyzer for Excelの使用」


	
第4.1項「「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動」


	
第4.8項「バースティング・ジョブの作成」


	
第5.1項「「レポート・ジョブの管理」ページについて」


	
第6.1項「レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示」














2 使用の開始


この章では、プリファレンスの設定、カタログにおける移動およびタスク・メニューへのアクセスを含めて、BI Publisherアプリケーションの基本機能について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第2.1項「Oracle Business Intelligence Publisherへのアクセス」


	
第2.2項「アカウントのプリファレンス設定とグループの表示」


	
第2.3項「「ホーム」ページについて」


	
第2.4項「カタログについて」


	
第2.5項「グローバル・ヘッダーについて」


	
第2.6項「カタログの検索」


	
第2.7項「Oracle E-Business Suiteユーザー向け: 職責とレポート組織の切替え」







	
注意:

BI PublisherをOracle Business Intelligence Enterprise Edition (BI EE)と統合して実装している場合は、Oracle BI EEアプリケーションを介してBI Publisherにアクセスすることが多くなります。Oracle BI EEインタフェースでのBI Publisher機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』のOracle Business Intelligence Enterprise Editionの概要に関する項を参照してください。











2.1 Oracle Business Intelligence Publisherへのアクセス

BI Publisherには、次の方法でアクセスできます。

	
第2.1.1項「資格証明を使用したログイン」


	
第2.1.2項「ゲストとしてのログイン」






2.1.1 資格証明を使用したログイン

資格証明を使用してログインするには:

	
図2-1に示すように、管理者から指定されたURL(例: http://example.com:9704/xmlpserver)に移動します。


図2-1 BI Publisherのログイン・ページ

[image: BI Publisherのログイン・ページ]



	
ログイン・ページで使用する言語を選択します。ここで選択した言語は、BI Publisherの現在のセッションでのみ有効です。BI Publisherに次回ログインしたときには、元のデフォルト言語が表示されます。

ログイン・ページでの言語選択は、BI Publisherの他のページでは有効になりません。BI Publisher全体のUI言語設定の詳細は、第2.2.2項「一般プリファレンスの設定」を参照してください。

BI PublisherをOracle Business Intelligence Enterprise Edition (BI EE)と統合して実装している場合は、ログイン・ページで言語選択を変更することはできません。


	
資格証明を入力して、BI Publisherにサインインします。


	
「サインイン」をクリックします。




	
注意:

アクセシビリティ・モードの詳細は、第2.2.2.4項「アクセシビリティ・モード」を参照してください。













作業の開始

	
レポートの表示方法については、第3.1項「BI Publisherでのレポートの表示について」を参照してください。


	
ユーザー・プリファレンスの設定方法については、第2.2項「アカウントのプリファレンス設定とグループの表示」を参照してください。


	
レポートの表示方法については、第3.1項「BI Publisherでのレポートの表示について」を参照してください。


	
カタログの参照方法については、第2.4.1項「カタログの参照」を参照してください。


	
レポートのスケジュール方法については、第4.1項「「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動」を参照してください。









2.1.2 ゲストとしてのログイン

管理者によってゲスト・アクセスが可能になっている場合は、ログイン・ページに「ゲスト」ボタンが表示されます。

ゲスト・ユーザーに資格証明は必要ありません。ゲストは、ゲスト・アクセス用に設定されたフォルダにあるレポートのみを表示する権限を持ちます。

ゲストとしてログインするには:

	
ユーザー・インタフェースで使用する言語を選択します。


	
「ゲスト」をクリックします。











2.2 アカウントのプリファレンス設定とグループの表示

「アカウント」ダイアログは、次の用途に使用します。

	
一般プリファレンスの設定


	
パスワードの変更


	
割当て済ロールの表示







	
注意:

プリファレンスは、別のOracle製品から継承されている場合があります。作業環境がこのようなケースに当てはまる場合は、BI Publisherからプリファレンスを更新することはできません。プリファレンスをどこで更新すればよいか不明な場合は、管理者に問い合せてください。

BI PublisherがOracle Business Intelligence Enterprise Edition (BI EE)と統合されている場合は、レポート・ロケール、UI言語およびタイムゾーンのユーザー・プリファレンスはOracle BI EEアプリケーションで設定されます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』のプリファレンスの設定に関する項を参照してください。Oracle BI EEでBI Publisherのプリファレンスを更新する場合は、更新内容をBI Publisherインタフェースで有効にするためにBI Publisherの新しいHTTPセッションを開始する必要があります。











2.2.1 「アカウント」ダイアログへのアクセス

	
グローバル・ヘッダーで「次としてサインイン」の後ろに表示された自分のユーザー名をクリックし、「アカウント」を選択します。図2-2を参照してください。


図2-2 「アカウント」へのアクセス

[image: 「アカウント」へのアクセス]





図2-3に「アカウント」ダイアログを示します。


図2-3 「アカウント」ダイアログ

[image: 図2-3の説明は前後の文章を参照してください。]







2.2.2 一般プリファレンスの設定

「一般」タブを使用して、次のオプションを設定します。

	
レポート・ロケール


	
UI言語


	
タイムゾーン


	
アクセシビリティ・モード




	
注意:

「電子メール・アドレス」フィールドは将来の使用に向けて予約されており、このリリースでは機能しません。














2.2.2.1 レポート・ロケール

ロケールは、言語と地域の組合せ(英語(米国)、フランス語(カナダ)など)です。BI Publisherでは、レポート・ロケールの選択肢を使用して、次の内容を決定します。

	
レポートのレイアウトに適用する翻訳


	
レポート・データに適用する数値、日付および通貨の書式




特定のレポートに選択されているロケールの翻訳がない場合は、BI Publisherによってロケールのフォールバック・ロジックが適用され、用意されている中で最も適したレイアウトが選択されます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のロケール選択ロジックに関する項を参照してください。

BI Publisherでは、レイアウトの翻訳とは無関係に、ローカライズされた数値、日付および通貨の書式が適用されます。






2.2.2.2 UI言語

UI言語とは、ユーザー・インタフェースが表示される言語で、そのインストールで使用可能にする言語をユーザーが選択します。

BI PublisherをOracle Business Intelligence Enterprise Edition (BI EE)と統合して実装している場合は、ここでUI言語を変更することはできません。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』のプリファレンスの設定に関する項を参照してください。






2.2.2.3 タイムゾーン

レポートには、ここで選択されたタイムゾーンのプリファレンスに従って時刻が表示されます。第4章「レポート・ジョブの作成」で説明されているように、この設定はスケジュールされたレポート・ジョブを作成するときに上書きできます。ユーザー・インタフェースに表示され、レポートの処理時刻にも反映される時刻には、BI Publisherサーバーのタイムゾーンが使用されます。






2.2.2.4 アクセシビリティ・モード

これを「オン」に設定すると、キーボードのみでBI Publisherを操作するユーザー向けにBI Publisherのユーザー・インタフェースのアクセシビリティを拡張する機能が有効になります。

アクセシビリティ・モードがオンの場合は、次の機能が有効になります。

	
複数行を選択してアクションを実行できるように、ユーザー・インタフェース・ページの表にチェック・ボックスが表示されます。


	
アシスティブ・テクノロジを使用してメニューにアクセスできます。


	
「コンテンツにスキップ」が有効になります。アプリケーションのメイン・ページに[Tab]キーで移動すると、[Tab]で移動した先の最初のアイテムが、「コンテンツにスキップ」と表示された特殊なフィールドになります。このアイテムにフォーカスのある状態で[Enter]キーを押すと、ヘッダー・リンクをスキップしてページのメイン部分にフォーカスが移動します。たとえば、「ホーム」ページから[Tab]キーで「コンテンツにスキップ」に移動し、[Enter]キーを押すと、「作成」リージョンで「レポート」にフォーカスが置かれます。フォーカスは、グローバル・ヘッダー内の「検索」、「ヘルプ」、「サインアウト」などのリンクをスキップします。


	
レポート作成プロセスのフローで、最初の手順としてデータ・モデルの選択が求められる際、表示されるオプションが少数になります。


	
「管理」リンクは表示されません。











2.2.3 パスワードの変更

パスワードを変更するには、「アカウント」ダイアログの「パスワード」タブをクリックします。

アカウントのパスワード設定が別のアプリケーションから継承されている場合は、ここでパスワードを更新することはできません。






2.2.4 ユーザー・グループの表示

「グループ」タブをクリックすると、自分が割り当てられているアプリケーション・ロールのリストが表示されます。このリストは変更できません。








2.3 「ホーム」ページについて

Oracle BI Publisherの「ホーム」ページには、Oracle BI Publisherの各機能に直感的にアクセスできる、タスク別の入り口が用意されています。「ホーム」ページは複数のセクションに分かれており、特定のタスクの開始、オブジェクトの検索またはドキュメントへのアクセスがすばやくできるようになっています。図2-4に、「ホーム」ページを示します。


図2-4 BI Publisherの「ホーム」ページ

[image: BI Publisherの「ホーム」ページ]



「ホーム」ページは、次のセクションで構成されます。

	
第2.3.1項「作成」


	
第2.3.2項「参照/管理」


	
第2.3.3項「はじめに」


	
第2.3.4項「最近」


	
第2.3.5項「お気に入り」






2.3.1 作成

「作成」セクションには、レポート作成、レポート・ジョブ作成、データ・モデル作成などの作成タスクを開始するためのリンクが用意されています。表示されていないオプションにアクセスするには、「詳細」をクリックします。このリストには、ユーザーの持つ権限やロールに基づいて値が移入されます。

各タスクの詳細は、表2-1に示すドキュメントを参照してください。


表2-1 タスクとドキュメントのリスト

	タスク	参照先
	
レポートの作成

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のレポートの作成と編集に関する項


	
レポート・ジョブの作成

	
第4章「レポート・ジョブの作成」



	
データ・モデルの作成

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイド』のデータ・モデル・エディタの使用方法に関する項


	
スタイル・テンプレートの作成

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のスタイル・テンプレートの作成と実装に関する項


	
サブ・テンプレートの作成

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のサブ・テンプレートの理解に関する項












2.3.2 参照/管理

「参照/管理」セクションでは、カタログにすばやくアクセスして、レポートおよび他のカタログ・オブジェクトを参照および管理したり、「レポート・ジョブ」ページおよび「レポート・ジョブ履歴」ページにすばやくアクセスして、スケジュール済、実行中および完了済のレポート・ジョブを表示および管理できます。






2.3.3 はじめに

「はじめに」セクションには、次のリンクが含まれます。

	
BI Publisherツールのダウンロード

このリストには、ダウンロードとインストールが可能な追加製品が含まれています。

	
BI Publisher Desktop (32ビットまたは64ビット)

BI Publisher Desktopには、次のものが含まれます。

	
Template Builder for Word


	
Template Builder for Microsoft Excel


	
Template Viewer




Microsoft Word用のこのアドインを使用すると、RTFテンプレートの設計が容易になります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のTemplate Builder for Wordを使用したRTFテンプレートの作成に関する項を参照してください。

Template Builder for Excelは、Template Builder for Wordのインストールに含まれます。Template Builder for Excelは、Excelテンプレートの設計を容易にするMicrosoft Excel用のアドインです。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のExcelテンプレートの作成に関する項を参照してください。

Template Viewerでは、デスクトップのほとんどのテンプレート・タイプをテストできます。


	
Analyzer for Excel

Microsoft Excel用のこのアドインを使用すると、レポート問合せの結果をExcelで操作したり、スプレッドシートをBI Publisherにアップロードしてレイアウトとして使用することができます。詳細は、第3.7項「Analyzer for Excelの使用」を参照してください。


	
Oracle SQL Developer

Oracle SQL Developerは、データベース開発を全面的にサポートする無料のグラフィカルなツールです。SQL Developerではデータベース・オブジェクトの参照、SQL文とSQLスクリプトの実行、PL/SQL文の編集およびデバッグを実行できます。また、付属のレポートを実行できるだけでなく、独自のレポートを作成して保存することもできます。SQL Developerにより、データベース開発作業が簡略化され、生産性が向上します。





	
ヘルプ目次

ヘルプ目次を表示します。


	
Oracle Technology Network

Oracle Technology Network (OTN)にアクセスして、Oracle製品に関する技術情報の検索、Oracle製品に関するディスカッションへの参加、ユーザー・コミュニティへの技術的な質問、およびOracle製品の検索とダウンロードを行えます。









2.3.4 最近

「最近」セクションには、最近表示、作成または更新したレポートやその他のオブジェクトが含まれます。「最近」リージョンでは、このようなオブジェクトに対して直接アクションを実行できます。たとえば、特定のレポートのジョブを開いたり、ジョブの編集やスケジュール設定を行ったり、ジョブ履歴を表示したりすることができます。




	
注意:

BI PublisherがOracle BI Enterprise Editionと統合されている場合、このリージョンはBI PublisherオブジェクトがOracle BI EEインタフェースからアクセスされた場合にのみ更新されます。














2.3.5 お気に入り

「お気に入り」リージョンを使用すると、すばやくアクセスできるように、オブジェクトの独自のリストを作成することができます。「お気に入り」リージョンでは、このリージョンに配置したオブジェクトの表示、スケジュール、構成および編集ができます(適切な権限がある場合)。「お気に入り」リージョンには、次のようないくつかの方法でオブジェクトを追加できます。

	
カタログでオブジェクトを検索して「詳細」リンクをクリックし、「お気に入りに追加」をクリックします。


	
レポート・ビューアから「アクション」メニューをクリックし、「お気に入りに追加」をクリックします。


	
「ホーム」ページの「管理」リンクを使用してレポートを追加します。




「管理」リンクを使用して「お気に入り」リージョンのレポートを追加または削除するには:

「管理」リンクをクリックして「お気に入り」領域を開き、編集します。

「お気に入り」にレポートを追加するには:

	
カタログ・ペインでレポートを選択します。


	
「お気に入り」リージョンにレポートをドラッグします。




「お気に入り」からオブジェクトを削除するには:

	
アイテムを検索し、「詳細」リンクをクリックします。


	
「削除」をクリックします。











2.4 カタログについて

カタログには、レポート、データ・モデル、スタイル・テンプレートなどの、BI Publisherのオブジェクトが格納されます。図2-5に「カタログ」ページを示します。


図2-5 「カタログ」ページ

[image: 「カタログ」ページ]



「カタログ」ページを使用して、カタログ内にオブジェクトを配置し、これらのオブジェクト固有のタスクを実行します。使用できるオブジェクトおよびオプションは、システム権限、および個々のフォルダやオブジェクトに割り当てられている権限によって異なります。

「カタログ」ページを使用すると、次のようなより特殊なタスクも実行できます。

	
オブジェクトレベルの権限の設定


	
オブジェクトのダウンロードとアップロード


	
カタログの翻訳のエクスポートとインポート




カタログ内で実行できる機能の詳細は、第7.1項「カタログの概要」を参照してください。



2.4.1 カタログの参照

「カタログ」ページの「フォルダ」ペインを使用して、個人フォルダ(「マイ・フォルダ」)およびすべてのユーザーがアクセスできる共有フォルダのコンテンツを表示したり、コンテンツ内を移動します。フォルダを選択すると、表示領域にコンテンツが表示されます。






2.4.2 「場所」バーを使用した位置確認と元の場所の表示

「場所」バーには、カタログのディレクトリ構造内での現在の位置が表示されます。また、「場所」バーには現在のカタログ・セッション中に参照したカタログの場所も保持されます。

このセッション内でそれまでに参照した特定のフォルダに戻るには、「場所」バーの矢印をクリックすると、図2-6に示すような場所のリストが表示されます。


図2-6 場所のリストの表示

[image: 場所のリストの表示]









2.5 グローバル・ヘッダーについて

グローバル・ヘッダーには、図2-7に示すように、BI Publisherですばやくタスクを開始したり、特定のオブジェクトを検索できるリンクおよびオプションが含まれています。グローバル・ヘッダーから使用できるオプションの多くは、「ホーム」ページからも使用できます。


図2-7 グローバル・ヘッダー

[image: グローバル・ヘッダー]



グローバル・ヘッダーは、BI Publisherで作業するときには必ず表示されます。レポートの表示中やタスク・エディタでの作業中にグローバル・ヘッダーを使用すると、新しいタスクの開始、カタログの検索、製品ドキュメントへのアクセスおよび別のオブジェクトの表示をすばやく行うことができます。

「次としてサインイン」領域を使用すると、「アカウント」ダイアログにアクセスして、プリファレンスを指定できます。詳細は、第2.2項「アカウントのプリファレンス設定とグループの表示」を参照してください。

管理者としてログインしている場合は、グローバル・ヘッダーに「管理」リンクが表示され、「管理」ページへのアクセスが可能になります。「管理」ページのタスクの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイド』の「管理」ページに関する項を参照してください。






2.6 カタログの検索

グローバル・ヘッダーの検索機能を使用すると、カタログ内の任意の場所にあるオブジェクトをタイプと名前ですばやく検索できます。

「検索」メニューからオブジェクトのタイプを選択し、オブジェクト名の全体または一部を検索フィールドに入力します。「検索」ボタンをクリックすると、基準と一致した結果が表示されます。

結果ページでは、結果に含まれるオブジェクトに対してアクションを選択して実行したり、検索結果をフィルタ処理したり、新しい検索を開始したりすることができます。






2.7 Oracle E-Business Suiteユーザー向け: 職責とレポート組織の切替え

BI PublisherがOracle E-Business Suiteセキュリティと統合されている場合は、次のように職責を切り替えることができます。

	
グローバル・ヘッダーで「次としてサインイン」の後ろに表示された自分のユーザー名をクリックし、「アカウント」を選択します。


	
図2-8に示すように、「グループ」をクリックして、レポート組織と職責のリストを表示します。


図2-8 E-Business Suiteの職責とレポート・グループの表示

[image: E-Business Suiteの職責の切替え]



	
現在の職責を変更するには、新しい職責をリストから選択します。レポート組織を変更するには、「レポート組織」メニューから選択してから、「OK」をクリックします。












3 レポートの表示


この章では、レポート・コンポーネントとのインタラクティブな操作、代替レイアウトの表示、出力オプションの変更およびインタラクティブ型ピボット・テーブルの作成を含めて、BI Publisherにおけるレポートの表示について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第3.1項「BI Publisherでのレポートの表示について」


	
第3.2項「レポートの表示」


	
第3.3項「レポート・ビューアのオプションの使用」


	
第3.4項「アナライザを使用した非定型ピボット・テーブルの作成」


	
第3.5項「対話型ピボット・テーブルの作成」


	
第3.6項「対話型ピボット・テーブルのレイアウトとしての保存」


	
第3.7項「Analyzer for Excelの使用」


	
第3.8項「BI Publisherメニューの使用」


	
第3.9項「「テンプレートを開く」ダイアログについて」


	
第3.10項「Excelを介したログイン」






3.1 BI Publisherでのレポートの表示について

レポートは、Webブラウザでレポート・ビューアを使用して表示します。レポートのプロパティとユーザー権限に応じて、異なるレイアウトを選択、表示できるほか、表示されたデータを直接操作したり、出力タイプを変更したり、他のユーザーにレポートを送信したりできます。






3.2 レポートの表示

レポートは、すべてカタログ内にあります。ホームページには、すばやくアクセスできるように、最近表示したレポートやお気に入りのレポートが表示されています。

レポートを表示するには:

	
表示するレポートにナビゲートします。

カタログには、2つの主要なレポート・フォルダが表示されます。

	
「共有フォルダ」には、そのユーザーがロールに基づいてアクセス権を付与されているレポートやフォルダが格納されています。


	
「マイ・フォルダ」には、そのユーザーが作成したレポートとフォルダが格納されています。





	
適切なフォルダを開き、レポート名またはレポートの「開く」リンクをクリックします。このアクションを実行すると、レポート定義に設定されているオプションを使用してレポートが実行されます。




	
注意:

レポートの中には、オンライン表示用に構成されていないものがあります。そのようなレポートの場合、「開く」リンクは表示されません。レポート・ジョブをスケジュールするには、「スケジュール」を選択します。詳細は、第4.1項「「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動」を参照してください。

一部のレポートでは、レポートの実行前にパラメータ値を選択するよう求められます。レポートのデータがすぐに表示されない場合は、表示されたパラメーターに値を選択し、「適用」をクリックします。

















3.3 レポート・ビューアのオプションの使用

図3-1にレポート・ビューアを示します。


図3-1 レポート・ビューア

[image: レポート・ビューア]



レポート・ビューアで使用できるオプションは、次のとおりです。レポートによっては、使用できないオプションがあります。詳細は、次の各項を参照してください。

	
第3.3.1項「パラメータ」


	
第3.3.2項「レイアウト」


	
第3.3.3項「レポートの表示と他の出力タイプの選択」


	
第3.3.4項「アクション」






3.3.1 パラメータ

パラメータ値を入力できるレポートでは、レポート・ビューアにパラメータ選択プロンプトが表示されます。プロンプトの表示方法は、レポートの構成によって異なります。パラメータは、レポート表示領域の上部または左側に表示したり、ポップアップ・ダイアログとして表示したり、レポートが表示される前にページ上のプロンプトとして表示したりすることができます。

パラメータのプロンプトは、レポート・ビューアの右上の領域にある「パラメータ」アクション・ボタンをクリックすることで、表示と非表示を切り替えることができます。

一部のレポートには「適用」ボタンが含まれます。パラメータを選択した後でレポートを再表示する場合は、このボタンをクリックする必要があります。「適用」ボタンがない場合は、新しい値を選択するとレポートが自動的に再生成されます。「適用」ボタンを表示するかどうかは、パラメータのプロパティ設定の1つです。このプロパティの設定の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のレポートのパラメータ設定の構成に関する項を参照してください。

パラメータのプロンプトは、次のいずれかのタイプになります。

	
選択式のリスト

リストは、メニューとして表示することも、すべての値が並んだリストとして表示することもできます。一部のリストは複数選択をサポートしています。複数選択リストでは、各項目の横にチェック・ボックスが表示されます。ボックスをクリックすると、項目が選択されます。もう一度ボックスをクリックすると、項目の選択が解除されます。図3-2を参照してください。


図3-2 メニューとして表示された複数選択リスト

[image: メニューとして表示された複数選択リスト]



多くの値を持つリストでは、検索がサポートされます。スクロール・リストの下部にある「検索」をクリックすると、「検索」ダイアログが表示されます。詳細は、第3.3.1.1項「パラメータ検索ダイアログ」を参照してください。


	
値を入力できるテキスト・ボックス(図3-3を参照)


図3-3 テキスト・ボックス

[image: テキスト・ボックスのパラメータ]



	
日付選択用のカレンダが表示される日付エディタ(図3-4)


図3-4 日付エディタ

[image: 日付エディタ]







3.3.1.1 パラメータ検索ダイアログ

リスト内のパラメータ値を検索する場合は、パラメータのスクロール・リストの下部にある「検索」をクリックすると、「検索」ダイアログが起動します。検索文字列を入力してから、検索する値が入力した文字列から始まるか、その文字列で終わるか、またはその文字列を含むかを選択します。検索文字列では「%」文字をワイルド・カードとして使用できます。


図3-5 パラメータ検索ダイアログ

[image: パラメータ検索ダイアログ]



複数値の選択をサポートするパラメータの場合、検索ダイアログには、返された複数の値を選択するためのシャトル・インタフェースが含まれています。






3.3.1.2 フレックスフィールド・パラメータのダイアログ

このタイプのパラメータは、Oracle E-Business Suiteにのみ適用されます。フレックスフィールド・パラメータには、図3-6に示すような識別子が表示されます。


図3-6 フレックスフィールド・パラメータの識別子

[image: レポート・ビューアのフレックスフィールド・パラメータのインジケータ]



フレックスフィールド・パラメータの識別子をクリックすると、パラメータ入力ダイアログが開きます。図3-7に示すように、ダイアログにフレックスフィールド・セグメントの値を入力します。


図3-7 フレックスフィールド・パラメータのダイアログ

[image: フレックスフィールド・パラメータのダイアログ]









3.3.2 レイアウト

複数のレイアウトが用意されている場合、各レイアウトは、図3-8に示すように、レポート・ビューアのページの個別のタブとして表示されます。各種のレイアウトで表示されたレポートを表示するには、そのタブをクリックします。レイアウトが異なると、有効になっている出力タイプも異なる場合があります。


図3-8 複数のレイアウト・タブ

[image: 複数のレイアウト・タブ]







3.3.3 レポートの表示と他の出力タイプの選択

「レポートの表示」リストには、そのレポートに使用できるその他の出力タイプが含まれます。メニューからオプションを選択すると、ブラウザまたは起動されたアプリケーションにその出力が自動的に表示されます。


図3-9 「レポートの表示」リスト

[image: 「レポートの表示」リスト]



使用可能な出力オプションは、次のとおりです。

	
インタラクティブ - この出力は、BI Publisherのレイアウト・エディタを使用して設計されたレイアウトにのみ使用できます。インタラクティブな出力を使用すると、チャートの値のポップアップ表示や、スクロールとフィルタ処理が可能な表など、レポートの対話的な機能を使用できます。


	
HTML (Hypertext Markup Language) - レポートをブラウザ表示用の形式にします。


	
PDF (Portable Document Format) - レポートをPDF形式にしてAdobe Acrobat Readerで開きます。この出力タイプは印刷用に最適化されています。


	
RTF (Rich Text Format) - 文書処理アプリケーションで使用される形式です。Microsoft WordやOpenOffice.orgなどの文書処理アプリケーションがインストールされている場合は、表示用にそのアプリケーションを起動するように求められます。


	
Excel (mhtml) - Microsoft Excel 2003がインストールされていて、レポートをExcelで表示する場合は、この出力タイプを選択します。このオプションでは、Excel 2003以降で開くことのできるMHTML形式ファイルが生成されます。このオプションでは、チャートやロゴなど、埋込みイメージがサポートされています。


	
Excel (html) - この出力タイプは、以前のバージョンのExcel (Microsoft Excel 2000または2002)を使用している場合にのみ選択します。このオプションでは、Excelで開くことのできるHTMLが生成されます。埋込みイメージはサポートされていません。


	
Excel (*.xlsx) - このオプションは、Excel.xlsx (Excel XML形式)でレポートを生成する場合に選択します。Excel 2007以降がインストールされている場合は、このオプションを使用するとレイアウトや書式が最も適切に維持されます。




	
注意:

Excel 2007の出力形式(ファイル拡張子xlsx)の場合、BI Publisherでは数値や日付の書式が適用されません。BI Publisherでは、書式マスクが保存され、実際の値(日付や数値)がXLSX出力ファイルに書き込まれます。書式は、Microsoft Excelで処理されます。たとえば、次のようになります。

	
クライアント・コンピュータのMicrosoft Windowsの地域と言語が英語(米国)になっている場合、Excel 2007の出力ファイルの数値と日付はen-USロケールで書式設定されます。


	
クライアント・コンピュータのMicrosoft Windowsの地域と言語がフランス語(フランス)になっている場合、同じExcel 2007の出力ファイルの数値と日付はfr-FRロケールで書式設定されます。













	
PowerPoint (mhtml) - Microsoft PowerPoint 2003と互換性のあるPowerPointファイルを生成する場合は、この出力タイプを選択します。Microsoft PowerPoint 2010ではこの出力タイプはサポートされません。かわりにPowerPoint (*.pptx)を選択してください。


	
PowerPoint (*.pptx) - Microsoft Office Open XML形式でPowerPointファイルを生成する場合は、この出力タイプを選択します。この出力タイプは、Microsoft PowerPoint 2007以降のバージョン用にサポートされています。


	
MHTML (Mime HyperText Markup Language) - この形式を使用すると、Webページとそのリソースを1つのMHTMLファイル(.mht)に保存できます。この形式では、すべてのイメージとリンクされたファイルが1つのエンティティとして保存されます。このオプションは、HTML出力の送信または保存時に埋込みイメージやスタイルシートの書式を保持する場合に使用します。


	
PDF/A - 長期間保存する必要のあるレポートをサポートするアーカイブの標準です。PDF/AはPDF標準の特殊なサブセットで、自己完結型ドキュメントとしてのファイル保存を妨げる可能性のある要素が禁止されます。


	
PDF/X - 印刷前のグラフィック交換に対応した形式が要求されるレポートに使用されます。PDF/Xは、PDF標準の特殊なサブセットで、高品質な印刷物の出力に向けてドキュメントが効率化され、署名、コメント、埋込みマルチメディアなど、印刷生産に役立たないコンテンツが制限されます。


	
圧縮PDF - このオプションは、圧縮PDF出力対応として設計されたレポートでのみ使用できます。BI Publisherにより、レポートのPDF出力と索引ファイルを含むzipファイルが生成されます。圧縮PDFを生成するようにレポートを設計する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』の圧縮PDFの生成に関する項を参照してください。


	
FO形式のXML - XSL-FO情報を持つXMLファイルが生成されます。


	
データ(XML) - レポートのXMLデータが表示されます。




	
重要:

Safariブラウザのユーザー向け: Safariブラウザでは、XMLがテキストとして表示されます。データ・エンジンでXMLとして生成されたデータをXMLとして表示するには、データが表示されているフレーム内を右クリックして、「フレームのソースを表示」をクリックします。これは表示だけの問題です。データのエクスポートを選択すると、データは適切に保存されます。










	
データ(CSV) - データがカンマ区切り値の形式で表示されます。データは単純な<rowset>/<row>構造にする必要があります。


	
Flash - Adobe Flashを使用して設計されたテンプレート用の出力を表示します。Webブラウザ用にAdobe Flash Playerプラグインをインストールしている必要があります。









3.3.4 アクション

「アクション」メニューには、レポートに対して実行できる多くのアクションが用意されています。実行可能な全アクションのリストを次に示します。ユーザーが使用できるオプションは、そのユーザーの権限と、レポートに設定されたプロパティによって異なります。図3-10に全オプションのリストを示します。


図3-10 「アクション」メニューのオプション

[image: 「アクション」メニューのオプション]



	
「お気に入りに追加」を使用すると、該当のレポートがホームページのお気に入りリストに追加されます。


	
「レポートの編集」を使用すると、レポート定義を更新できます。たとえば、新しいレイアウトの追加や作成、レポートのプロパティの更新、デフォルトのパラメータ値の変更などが可能です。レポート・エディタの使用の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のレポートの編集に関する項を参照してください。


	
「レイアウトの編集」を使用すると、表示中のレイアウトを更新できます。BI Publisherのレイアウト・エディタを使用してレイアウトが作成されている場合は、ブラウザでレイアウト・エディタが起動します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のBI Publisherのレイアウト・テンプレートの作成に関する項を参照してください。レイアウトがそれ以外のサポートされたテンプレート・タイプ(RTF、PDF、またはExcelなど)に基づいている場合は、テンプレート・ファイルを保存するように求められます。その後、適切なアプリケーションでそのファイルを開くことができます。


	
「エクスポート」では、選択した出力タイプのデフォルトのアプリケーション(PDF出力の場合はAdobe Acrobat、Excel出力の場合はMicrosoft Excelなど)にレポートがエクスポートされます。


	
「送信」を使用すると、レポートをすぐに電子メール・アドレスやプリンタなどの宛先に送信するようにスケジュールできます。

「送信」アクションを実行すると、「レポート・ジョブのスケジュール」ページが起動し、出力、宛先および通知のオプションを選択することができます。

インタラクティブ・モードでは、レポートの送信はできません。「レポートの表示」リストで別の出力タイプ(PDFやHTMLなど)を選択してから、「送信」をクリックしてください。


	
「スケジュール」は、レポートの実行と配布のジョブを作成します。詳細は、第4.1項「「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動」を参照してください。


	
「ジョブ」を使用すると、現在該当のレポートにスケジュールされているジョブを表示し、管理することができます。詳細は、第5.1項「「レポート・ジョブの管理」ページについて」を参照してください。


	
「ジョブ履歴」を使用すると、完了済および実行中のレポート・ジョブを表示できます。詳細は、第6.1項「レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示」を参照してください。


	
「履歴から再公開」を使用すると、以前にスケジュールされた完了済のジョブを選択して、特定の出力でレポート・ビューアに表示できます。


	
「アナライザ」を使用すると、オンライン・アナライザを使用してデータの非定型ピボット・ビューを作成できます。詳細は、第3.4項「アナライザを使用した非定型ピボット・テーブルの作成」を参照してください。


	
「Analyzer for Excel」では、レポート・データをMicrosoft Excelにエクスポートし、BI PublisherのExcel用プラグインを使用してレポートを操作できます。詳細は、第3.7項「Analyzer for Excelの使用」を参照してください。


	
「レポート・リンクの共有」を使用すると、現在表示しているレポートに基づいて、コピーして再利用できるリンクを生成できます。オプションを選択すると、ダイアログにレポートのURLが表示されます。URLで表示される内容は、次のように制御できます。

	
「現在のページ」は、現在表示されているページをそのまま表示します。


	
「ヘッダーなし」は、現在のレポートを、BI Publisherロゴ、タブまたはナビゲーション・パスなしで表示します。


	
「パラメータなし」は、現在のレポートをヘッダーやパラメータ選択なしで表示します。「アクション」メニュー、「エクスポート」メニューおよび「レポートの表示」メニューは表示します。


	
「ドキュメントのみ」は、現在のレポート・ドキュメントのURLのみを表示します。他のページ情報やオプションはいずれも表示しません。







	
注意:

「レポート・リンクの共有」は、レポートのプロパティであり、無効にすることができます。このレポート・プロパティおよび他のレポート・プロパティの設定の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のレポート・プロパティの構成に関する項を参照してください。



















3.4 アナライザを使用した非定型ピボット・テーブルの作成




	
注意:

この機能を使用するには、管理者から適切な権限の割当てを受ける必要があります。









オンライン・アナライザを使用すると、レポート・データ要素をピボット・テーブル構造に簡単にドラッグ・アンド・ドロップして、データの非定型分析を作成できます。その後、ピボット・テーブルをレポートのレイアウトとして保存することができます。このインタフェースでは、別の行、列、サマリーの位置に項目をドラッグすることにより、データを簡単に並べ替えたりピボット処理することができます。

ピボット・テーブルに表示されるデータは、ページレベルのフィルタを定義することで制限できます。ページレベルのフィルタはデータ・セットの1つの要素で、テーブルに表示される結果の指定に使用されます。データ・ペインからページ・アイテム領域に目的の要素をドラッグ・アンド・ドロップすると、その要素の値のメニューが自動的に作成されます。その後、リストから値を選択してテーブル内の結果をフィルタ処理し、選択した内容に応じたデータのみを表示するようにます。

テーブルのすべてのデータ要素を選択したら、データの合計、平均または件数を表示するかどうかを選択します。

このトピックでは、次の2つの手順について説明します。

	
第3.5項「対話型ピボット・テーブルの作成」


	
第3.6項「対話型ピボット・テーブルのレイアウトとしての保存」






3.4.1 オンライン・アナライザの制限

オンライン・アナライザに表示されるデータはソースXMLファイルのものであるため、データ・タイプの情報は得られません。そのため、数値の書式をレポート・ロケールのプリファレンスに従ってローカライズすることはできません。






3.4.2 オンライン・アナライザへのアクセス

オンライン・アナライザにアクセスするには:

	
レポート・ビューアから「アクション」をクリックし、「アナライザ」をクリックします。









3.4.3 オンライン・アナライザのツールバーについて

アナライザのツールバーでは、次の機能を実行できます。

	
新規 - 新しい空のピボット・テーブル構造を作成します。すでに分析を作成していて、それを保存したい場合は、「新規」の前に「保存」をクリックする必要があります。


	
エクスポート - ピボット・テーブルをエクスポートし、BI Publisherレイアウトとして保存できます。


	
小数点を左に移動 - 1回クリックすると、表示される小数点以下の桁数が増えます。クリックを続けると、小数点の位置を複数回移動することができます。


	
小数点を右に移動 - 1回クリックすると、表示される小数点以下の桁数が減ります。クリックを続けると、小数点の位置を複数回移動することができます。











3.5 対話型ピボット・テーブルの作成

ここでは、オンライン・アナライザを使用して対話型のピボット・テーブルを作成する手順を説明します。

次に、簡単な売上分析レポートを使用したアナライザの使用例を示します。

	
レポート・ビューアから「アクション」をクリックし、「アナライザ」をクリックします。

図3-11に示すように、アナライザ・インタフェースのペインにデータ・フィールドのリストが表示され、隣のペインに空のピボット・テーブル構造が表示されます。


図3-11 アナライザ・インタフェース

[image: アナライザ・インタフェース]



	
CATEGORY_NAMEでフィルタ処理するには、図3-12に示すように、アイテムを「ページ・アイテム」リージョンにドラッグします。


図3-12 アイテムの「ページ・アイテム」リージョンへのドラッグ

[image: 「ページ・アイテム」リージョン]



これで、CATEGORY_NAMEリストから値を選択して、図3-13に示すようにページ・データをフィルタ処理できます。


図3-13 ページ・データのフィルタ処理

[image: ページ・データのフィルタ処理]



	
製品の売上高を年別に表示するには、PRODUCT_NAMEを行フィールド領域にドラッグし、ORDER_YEARを列フィールド領域にドロップします。図3-14に示すように、SALESデータをテーブル本体領域にドロップします。


図3-14 製品売上の年別表示

[image: 製品売上の年別表示]



これで、計算された売上合計をデータ・アイテムの合計として表示できます。


	
図3-15に示すように、データ・アイテムをORDER_YEAR上にドラッグして、ORDER_PERIODのディメンションをテーブルに追加します。


図3-15 ORDER_PERIODの追加

[image: ORDER_PERIODの追加]



	
これで、ORDER_YEARをクリックして開き、ORDER_PERIODの各合計を表示できます。もう一度クリックするとアイテムが閉じ、図3-16に示すようにORDER_YEARの合計だけが表示されます。


図3-16 合計の表示

[image: 合計の表示]










3.6 対話型ピボット・テーブルのレイアウトとしての保存

ピボット・テーブルをエクスポートしてBI Publisherレイアウトとして保存することにより、ピボット・テーブルをレポートのレイアウトとして保存することができます。エクスポート・コマンドを使用すると、ピボット・テーブルはBI Publisherレイアウト・タイプ(.xpt)として保存されます。これにより、BI Publisherレイアウトのすべての機能とプロパティが与えられます。

ピボット・テーブルをレイアウトとして保存するには:

	
「エクスポート」をクリックします。


	
ダイアログに名前を入力します。アナライザのレイアウトが該当レポートのレイアウトの選択内容として保存されます。


	
オンライン・アナライザを閉じます。


	
「アクション」メニューで「レポートの編集」をクリックします。


	
レポート・エディタから「リストの表示」をクリックして、リスト・ビューにレイアウトを表示します。


	
レイアウトの表から新しいレイアウトを探して、そのレイアウトのロケールを選択します。


	
「保存」をクリックします。









3.7 Analyzer for Excelの使用




	
注意:

この機能を使用するには、管理者から適切な権限の割当てを受ける必要があります。









次の前提条件を満たしている場合は、Analyzer for Excelを使用できます。

	
サポートされているバージョンのMicrosoft Excelをインストールします。サポートされるハードウェアとソフトウェアの最新情報は、「システム要件と動作要件」を参照してください。


	
ホームページからAnalyzer for Excelをダウンロードして、インストールします。「はじめに」リージョンで「BI Publisherツールのダウンロード」をクリックし、「Analyzer for Excel」をクリックします。


	
Microsoft .NET Framework 3.0以降をインストールします。

使用しているコンピュータにインストールされていない場合は、Analyzer for Excelを初めて使用するときにダウンロードするように求められます。







	
重要:

Analyzer for Excelを以前にインストールしたことがあり、新しいバージョンをインストールしようとしている場合は、次を実行します。

	
「コントロール パネル」の「プログラムの追加と削除」を使用して、現在のバージョンのAnalyzer for Excelをアンインストールします。


	
アドインのリストからXmlpreportaddin.xlaを削除します。

Word 2003から削除する場合: 「ツール」メニューの「アドイン」をクリックし、Xmlpreportaddin.xlaをクリックして削除します。

Word 2007または2010から削除する場合: Officeボタンをクリックし、「Excelのオプション」をクリックして、「アドイン」をクリックします。「管理」の横にある「Excel アドイン」をクリックして、「設定」をクリックします。Xmlpreportaddinの横にあるボックスを選択します。プロンプトが表示されたら、リストから削除します。














3.7.1 機能

Analyzer for Excelには、オンライン・モードとオフライン・モードの2つのモードがあります。モードは、レポート設計者がレポートのプロパティとして設定します。オンライン・モードはデフォルトのモードであり、この項で説明するのはこのモードです。オフライン・モードの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のExcelアナライザのオプションに関する項を参照してください。

Analyzer for Excelを使用すると、次の操作を実行できます。

	
レポート問合せの結果をExcelのスプレッドシートにエクスポートします。


	
ExcelからBI Publisher Enterpriseにログインしてデータをリフレッシュし、新しいパラメータ値を適用して、レポート・データにレイアウトなどを適用します。


	
Excelアナライザのレイアウトを作成し、BI Publisherサーバーにアップロードします。


	
Excelのセッションからレポートにアクセスし、レポートを実行します。









3.7.2 Analyzer for Excelの起動

Analyzer for Excelを起動するには:

	
レポート・ビューアから「アクション」ツールバー・ボタンをクリックし、リストから「Analyzer for Excel」を選択します。レポート・ファイルを保存するか、開くよう要求されます。


	
Excelでファイルを開く場合は、「EXCEL」ダイアログからマクロの有効化を選択します。




	
注意:

Analyzer for Excelをオンライン・モードで使用する場合は、マクロを有効にする必要があります。









レポート・データがExcelのワークシートに表示され、Oracle BI PublisherメニューがExcelのメニュー・バーに表示されます。このデータは、レイアウトやフィルタ処理が適用されていないレポート問合せの結果であることに注意してください。

これで、Excel内でレポート・データを操作できます。

レポートにパラメータがある場合は、ワークシートの上部にパラメータ・フィールドが表示されますが、新しいパラメータ値を適用するにはログインする必要があります。詳細は、Analyzer for Excelのヘルプか、第3.8項「BI Publisherメニューの使用」を参照してください。











3.8 BI Publisherメニューの使用

ログインして、すべてのメニュー・コマンドを有効にする必要があります。

ログイン - BI Publisherにログインできます。詳細は、第3.10項「Excelを介したログイン」を参照してください。

レポート・パラメータの表示 - 図3-17に示すように、Analyzer for Excelのツールバーに更新可能なパラメータとレポートに使用できるレイアウトを表示します。


図3-17 Analyzer for Excelのツールバー

[image: Analyzer for Excelのツールバー]



データを更新するには、新しいパラメータ値を選択してから「データのリフレッシュ」をクリックし、現在のシートのデータをリフレッシュします。

レイアウトを適用するには、レイアウトを選択し、「書式設定されたデータのリフレッシュ」をクリックします。このアクションにより、レポートがHTMLとして新しいワークシートにダウンロードされます。この新しいワークシートを選択して、新しいレイアウトを適用したデータを表示します。




	
注意:

HTMLを出力として使用できるレイアウトを選択する必要があります。









このワークシートからパラメータ値を変更するには、新しい値を選択してから「データのリフレッシュ」をクリックし、「書式設定されたデータのリフレッシュ」をクリックします。

Excelテンプレートの更新 - レイアウトを編集し、その変更を保存する場合は、このオプションを使用して更新済のレイアウトをBI Publisherカタログのレポート定義にアップロードします。

保存したレイアウトにチャートを含めるには、Excelアナライザによってダウンロードされたワークシートと同じワークシート上でそのチャートを作成する必要があります。

新規Excelテンプレートとして追加 - レイアウトをアップロードしてレポート定義に保存する場合は、このオプションを使用します。

レポート・オンラインの表示 - レポート・ビューアのページを起動します。

レポート・オンラインの参照 - この機能を使用すると、BI Publisherカタログからレポートを選択し、直接Excelで開くことができます。レポート・データをExcelにダウンロードするか、既存のレイアウトをダウンロードして更新したり、新しいレイアウト作成の開始点として使用したりすることができます。詳細は、第3.9項「「テンプレートを開く」ダイアログについて」を参照してください。

プリファレンス - 必要に応じて、ロケールとプロキシ設定を選択します。






3.9 「テンプレートを開く」ダイアログについて

「テンプレートを開く」ダイアログを使用してレイアウトの作成プロセスを開始した場合は、Oracle BI Publisherメニューの「Excelテンプレートの更新」オプションを使用すると、レイアウトをBI Publisherカタログの適切なレポートに直接アップロードすることができます。

ワークスペース

カタログを参照するOracle BI Publisherを選択します。

「レポート」ペイン

「レポート」ペインには、選択したフォルダにあるレポートが表示されます。レポートを選択すると、「レイアウト・テンプレート」ペインに使用可能なレイアウトが表示されます。

レイアウト・テンプレートを開く: 選択したテンプレートをAnalyzer for Excelにダウンロードして開きます。

新しいテンプレートを起動するには、テンプレートのリストから<New>を選択してから「レイアウト・テンプレートを開く」を選択するか、<New>をダブルクリックします。

「レポート・ブラウザ」の「上へ」アイコンを使用すると、ディレクトリ構造を上へ移動できます。

フォルダの内容を大きいアイコン、小さいアイコン、リストまたは詳細として表示するには、「表示形式」メニューを使用します。






3.10 Excelを介したログイン

Analyzer for Excelのインストール後は、最初にBI Publisherにログインしなくても、ExcelからBI Publisherにログインできます。

Excelを開いた後、Oracle BI Publisherメニューから「ログイン」を選択します。BI Publisherのログイン画面では、資格証明の入力とレポート・サーバーのURLの選択(または入力)を求められます。例: http://example.com:7001/xmlpserver。




	
重要:

Oracle BI Enterprise Editionがインストールされている場合、URLは前述のように/xmlpserverを指している必要があります。

















4 レポート・ジョブの作成


この章では、BI Publisherスケジューラを使用してレポート・ジョブの作成と監視を行う方法について説明します。定義された間隔で実行したり複数の宛先に配信するようにレポート・ジョブをスケジュールできます。

この章の内容は次のとおりです。

	
第4.1項「「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動」


	
第4.2項「一般オプションの設定」


	
第4.3項「出力オプションの設定」


	
第4.4項「ジョブのスケジュールの定義」


	
第4.5項「通知の構成」


	
第4.6項「ジョブの発行と監視」


	
第4.7項「既存のジョブからのジョブの作成」


	
第4.8項「バースティング・ジョブの作成」


	
第4.9項「高度なトピック」






4.1 「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動

レポート・ジョブをスケジュールするには、「レポート・ジョブのスケジュール」ページを使用します。

「レポート・ジョブのスケジュール」ページには、次のいずれかの方法で移動します。

	
ホームページから: 「作成」リージョンから「レポート・ジョブ」を選択します。


	
カタログから: スケジュールするレポートに移動し、「スケジュール」リンクを選択します。


	
レポート・ビューアから: 「アクション」をクリックし、「スケジュール」をクリックします。


	
グローバル・ヘッダーから: 「新規」をクリックし、「レポート・ジョブ」をクリックします。




「レポート・ジョブのスケジュール」ページには、レポート・ジョブのオプションを定義するための、「一般」、「出力」、「スケジュール」および「通知」の4つのタブがあります。






4.2 一般オプションの設定

図4-1に「一般」タブを示します。


図4-1 「一般」タブ

[image: 「一般」タブ]



レポート・ジョブに関する次の一般情報を入力します。


表4-1 レポート・ジョブの一般情報

	フィールド	説明
	
レポート

	
レポートからスケジュール・ページにアクセスした場合、このフィールドにはレポートのパスと名前が表示されます。「作成」リージョンまたはグローバル・ヘッダーからスケジュール・ページにアクセスした場合は、「選択」をクリックしてレポートを参照し、スケジュール対象を選択します。


	
パラメータ

	
レポートに定義されているパラメータがあれば、すべて表示されます。このジョブでの値を入力します。

注意: 日付パラメータでは、式を使用することで、実行のたびに日付を増やすことができます。詳細は、第4.9.1項「日付パラメータの増分」を参照してください。












4.3 出力オプションの設定

「出力」タブには、「出力」と「宛先」の2つのリージョンがあります。スケジュールした各ジョブには、異なる特徴を持つ複数の出力ファイルを指定できます。各出力ファイルに異なる宛先を指定できます。図4-2に「出力」タブを示します。


図4-2 「出力」タブ

[image: 「出力」タブ]



表4-2では、オプションを説明します。


表4-2 「出力」タブのオプション

	オプション	説明
	
出力先および配信先を決定するには、バースティング定義を使用します

	
バースティング定義を使用してレポートの出力と配信を設定する場合は、このオプションを有効にします。選択すると、このページの他のすべてのフィールドは無効になります。このオプションは、レポートでバースティングが有効になっている場合にのみ使用できます。レポートのバースティングの詳細は、第4.8項「バースティング・ジョブの作成」を参照してください。


	
出力をパブリックに設定

	
このレポートにアクセスする権限を持つすべてのユーザーがこのジョブの出力を使用できるようにする場合は、このオプションを有効にします。アクセス権を持つユーザーは、「レポート・ジョブ履歴」ページからレポートを表示できます。


	
再公開用にデータを保存

	
このジョブ用に生成されたXMLデータを保存する場合は、このオプションを有効にします。保存したデータに「レポート・ジョブ履歴」ページからアクセスすると(第6.1項「レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示」を参照)、新しいレイアウトや出力オプションを選択してそのデータを再公開できます。










4.3.1 出力の追加

出力表を使用すると、出力フォーマット、ロケール、タイムゾーンおよびカレンダを組み合せた1つまたは複数のレイアウトで複数のレポート・ドキュメントを作成できます。このジョブに出力を追加するには、ツールバーの「追加」ボタンをクリックして表にエントリを追加します。表4-3では、各フィールドについて説明します。


表4-3 出力表のフィールド

	フィールド	説明
	
名前

	
この出力の名前を入力します。


	
レイアウト

	
この出力に適用するレイアウトを選択します。


	
フォーマット

	
ドキュメントの出力フォーマットを選択します。出力フォーマットとは、PDF、HTML、Excelなど、生成されるドキュメントのタイプです。ここで使用できるオプションは、レポート定義で指定されているものです。


	
ロケール

	
このレポート出力に対応する言語と地域の組合せを選択します。このフィールドは、デフォルトで、ユーザーの「プリファレンス」に定義されている「レポート・ロケール」に設定されます(第2.2項「アカウントのプリファレンス設定とグループの表示」を参照)。

注意: 選択されているロケールの翻訳がレイアウトに用意されていない場合は、BI Publisherによってロケールのフォールバック・ロジックが適用され、レイアウトが選択されます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のロケール選択ロジックに関する項を参照してください。

適切な数値と日付の書式は、テンプレート翻訳と関係なく適用されます。


	
タイムゾーン

	
このレポート出力に使用するタイムゾーンを選択します。タイムゾーンは、デフォルトで、ユーザーの「プリファレンス」に定義されているタイムゾーンに設定されます(第2.2項「アカウントのプリファレンス設定とグループの表示」を参照)。


	
カレンダ

	
この出力に使用するカレンダを選択します。


	
出力の保存

	
レポート出力を保存する場合は、このボックスを選択します。「レポート・ジョブ履歴」ページからレポートを表示するには、このオプションを選択する必要があります。












4.3.2 宛先の追加

「宛先」リージョンに宛先の詳細を入力します。レポート・ドキュメントを複数の宛先に配信する場合は、「宛先の追加」ボタンを選択し、必要に応じて宛先の追加を続けます。




	
注意:

配信サーバーは、「管理」ページで設定します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイド』の配信先の設定に関する項を参照してください。









宛先が不要な場合は、このリージョンを空白のままにします。「出力の保存」を選択し、「レポート・ジョブ履歴」ページから出力を表示します。詳細は、第6.1項「レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示」を参照してください。

追加した宛先ごとに、その宛先に送信するドキュメントを「出力」リストから選択します。図4-3を参照してください。


図4-3 「出力」リスト

[image: 「出力」リスト]



宛先タイプに応じて次の適切なフィールドに値を入力します。



4.3.2.1 電子メール

カンマで区切った複数の電子メール・アドレスを入力します。レポートに含める「メッセージ」テキストがあれば、入力します。






4.3.2.2 プリンタ

「プリンタ・グループ」と「プリンタ」を選択して「印刷部数」を入力し、「片面」または両面(このオプションを有効にするには、プリンタが両面印刷をサポートしている必要があります)を選択します。必要に応じて、プリンタでレポートを印刷する「デフォルト・トレイ」、および「印刷範囲」ページを選択します。






4.3.2.3 FAX

レポートを配信するための「FAXサーバー」を選択し、レポート送信先の「FAX番号」を入力します。






4.3.2.4 FTP

レポートを配信するための「FTPサーバー」を選択し、有効な「ユーザー名」および「パスワード」資格情報を入力します。

リモート・ディレクトリ: ドキュメントの配信先ディレクトリを入力します(例: /pub/)。ドキュメントをユーザーのホーム・ディレクトリに配信するには、「.」を入力します。

リモート・ファイル名: リモート・サーバーでBI Publisherによって配信ドキュメントに割り当てられるファイル名を入力します(例: myreport.pdf)。

日付式を使用してファイル名を動的に割り当てる場合は、第4.9.2項「日付式を使用した宛先ファイル名の動的定義」を参照してください。

セキュアFTPの使用 - セキュアFTPを使用する場合は、このボックスを選択します。






4.3.2.5 Webフォルダ

レポートを配信する「Webフォルダ・サーバー」を選択し、有効な「ユーザー名」および「パスワード」資格情報を入力します。

リモート・ディレクトリ: ドキュメントの配信先ディレクトリを入力します(例: /pub/)。値を入力しない場合、ドキュメントはログイン・ディレクトリに配信されます。

リモート・ファイル名: リモート・サーバーでBI Publisherによって配信ドキュメントに割り当てられるファイル名を入力します(例: myreport.pdf)。

日付式を使用してファイル名を動的に割り当てる場合は、第4.9.2項「日付式を使用した宛先ファイル名の動的定義」を参照してください。










4.4 ジョブのスケジュールの定義

レポート・ジョブをいつ実行するかを定義するには、「スケジュール」タブを使用します。スケジューラは単純な繰り返しパターンの定義と、レポート・トリガーに定義されている条件に基づいたレポート・ジョブの条件付き発行をサポートします。図4-4に「スケジュール」タブを示します。


図4-4 「スケジュール」タブ

[image: 「スケジュール」タブ]





4.4.1 繰り返しパターンの定義

次の繰り返しパターンのオプションから選択します。



4.4.1.1 1回

「即時実行」を選択します。または、日付セレクタを使用して特定の「開始」日付および時刻を入力します。






4.4.1.2 毎時/分

間隔 - 「時間」または「分」を選択して、レポートの実行間隔を表す適切な整数値を入力します。

開始 - 日付セレクタを使用して、このジョブの実行を開始する日付および時刻を入力します。

終了 - (オプション)日付セレクタを使用して、このジョブの終了日付および時刻を入力します。






4.4.1.3 日次

間隔 - 実行間隔となる日数を入力します。たとえば、毎日レポートを実行する場合は1を、1日おきにレポートを実行する場合は2を入力します。

開始 - 日付セレクタを使用して、このジョブの実行を開始する日付および時刻を入力します。ここで選択された時刻により、各実行日にジョブが実行される時刻が決定されます。

終了 - (オプション)日付セレクタを使用して、このジョブの終了日付および時刻を入力します。






4.4.1.4 週次

間隔 - 実行間隔となる週数を入力し、1つまたは複数の曜日を選択します。たとえば、毎週火曜日と木曜日にレポートを実行する場合は、1を入力し、「火曜日」と「木曜日」を選択します。隔週の水曜日にレポートを実行する場合は、2を入力し、「水曜日」を選択します。

開始 - 日付セレクタを使用して、このジョブの実行を開始する日付および時刻を入力します。ここで選択された時刻により、各実行でジョブが実行される時刻が決定されます。

終了 - (オプション)日付セレクタを使用して、このジョブの終了日付を指定します。






4.4.1.5 月次

間隔 - ジョブを実行する各月を選択します。

次の状態: 曜日(毎月第1月曜日など)を選択するか、特定の日(15日など)を選択します。

開始 - 日付セレクタを使用して、このジョブの実行を開始する日付および時刻を入力します。ここで選択された時刻により、各実行でジョブが実行される時刻が決定されます。

終了 - (オプション)日付セレクタを使用して、このジョブの終了日付を指定します。






4.4.1.6 毎年

間隔 - ジョブの実行間隔となる年数を入力します。

次の状態: 1つの日付および月(1月の1日など)を選択するか、月の特定の曜日(1月の第1月曜日など)を選択します。

開始 - 日付セレクタを使用して、このジョブの実行を開始する日付および時刻を入力します。ここで選択された時刻により、各実行でジョブが実行される時刻が決定されます。

終了 - (オプション)日付セレクタを使用して、このジョブの終了日付を指定します。






4.4.1.7 特定の日付

日付の追加 - 日付セレクタを使用して、ジョブを実行する特定の日付と時刻を入力します。必要に応じて複数の特定日付を追加してください。








4.4.2 スケジュール・トリガーの有効化

スケジュール・トリガーは、条件をテストし、特定の結果が返された場合にジョブを実行します。トリガー条件が満たされない場合、そのジョブ・インスタンスはスキップされます。また、トリガーに繰返しスケジュールを設定して、常に条件をチェックするようにすることもできます。条件が満たされなかった場合は、トリガーが再度実行されるまで待機する時間間隔(分単位)を設定できます。

スケジュール・トリガーが使用される場合として、次の例があります。

	
データの抽出、転送およびロードのプロセスが正常に完了した場合にのみレポート・ジョブを実行する必要がある。


	
会計管理部門で、前日の領収証の中に指定された金額を超えるものがある場合に特定のレポートを起動する必要がある。


	
人事部門で、前の週に新入社員がシステムに入った場合にのみレポートが必要になる。




トリガーは、まずデータ・モデル内で設定され、その後、「スケジュール」タブで選択できるようになります。スケジュール・トリガーは、実行されるレポートのデータ・モデル内で定義されたものに限らず、任意のデータ・モデルで定義されたものを関連付けることができます。レポート・ジョブごとに1つのトリガーのみがサポートされます。

データ・モデルでスケジュール・トリガーを設定する場合の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイド』のイベント・トリガーの追加に関する項を参照してください。

スケジュール・トリガーを有効にするには:

	
「トリガーの使用」を選択します。


	
(オプション) 「再試行制限」の値を設定して、スケジュール・トリガーを実行して条件をチェックする最大回数を指定します。デフォルト値は1です。このフィールドに許可される値は、正の整数のみです。


	
(オプション) 「休止時間」の値を設定して、スケジュール・トリガーを再実行するまでに待機する時間(分単位)を指定します。このフィールドは、「再試行制限」が1より大きい値に設定されている場合に有効になります。このフィールドに許可される値は、正の整数のみです。




	
注意:

再試行制限と休止時間の値は、繰返しスケジュールの時間間隔を超えないようにします。









試行の最大回数に達したときに条件チェックでfalseが返された場合、ジョブ・ステータスは「スキップ」と表示されます。


	
スケジュール・トリガーを定義するデータ・モデルを選択します。データ・モデルを選択すると、「トリガー」リストに該当データ・モデル内で定義されているスケジュール・トリガーが表示されます。


	
リストからトリガーを選択します。


	
スケジュール・トリガーにパラメータが含まれる場合は、必要に応じて値を選択します。




図4-5に、レポート・ジョブに対して有効化された、1つのパラメータを持つスケジュール・トリガーを示します。


図4-5 レポート・ジョブに対して有効化されたスケジュール・トリガー

[image: レポート・ジョブに対して有効化されたスケジュール・トリガー]









4.5 通知の構成

通知とは、ジョブの処理が終了したというメッセージです。BI Publisherでは、次の通知ステータスをサポートしています。

	
レポートの完了


	
レポートの警告付き完了


	
レポートの失敗


	
レポートのスキップ




BI Publisherでは、電子メールとHTTPの2つの通知方法をサポートしています。




	
注意:

「管理」の「配信構成」ページで、配信電子メール・サーバーとHTTPサーバーを構成します。『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイド』の配信先の設定に関する項を参照してください。











4.5.1 通知の追加

ジョブに通知を構成するには、図4-6に示すように、「通知」タブを使用します。


図4-6 「通知」タブ

[image: 「通知」タブ]





4.5.1.1 電子メール

電子メール通知を有効にするには:

通知の送信対象となるレポート完了ステータスを選択して、送信先アドレスのカンマ区切りリストを入力します。






4.5.1.2 HTTP

HTTP通知を有効にするには:

通知の送信対象となるレポート完了ステータスを選択します。HTTP通知の送信先となるサーバーを選択します。必要に応じて、サーバーのユーザー名とパスワードを入力してください。










4.6 ジョブの発行と監視

「発行」を選択します。これにより、「ジョブの発行」ダイアログが起動し、確認のために詳細が表示されます。ジョブの名前を入力して、「発行」をクリックします。

ジョブを一時停止、編集または削除するには、「レポート・ジョブの管理」ページに移動します。これには、グローバル・ヘッダーで「開く」をクリックし、「レポート・ジョブ」をクリックします。詳細は、第5.1項「「レポート・ジョブの管理」ページについて」を参照してください。

実行中のジョブを監視したり、結果を確認するには、「レポート・ジョブ履歴」ページに移動します。これには、グローバル・ヘッダーで「開く」をクリックし、「レポート・ジョブ履歴」をクリックします。詳細は、第6.1項「レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示」を参照してください。






4.7 既存のジョブからのジョブの作成

「レポート・ジョブの管理」ページで、次のように既存のジョブから新しいジョブを作成します。

	
「レポート・ジョブの管理」ページに移動します。これには、グローバル・ヘッダーで「開く」をクリックし、「レポート・ジョブ」をクリックします。


	
フィルタ基準を使用して既存のジョブを検索します。結果表で「編集」アイコンをクリックし、編集するジョブを開きます。


	
新しいジョブ定義の詳細情報を入力します。完了したら、次の図のように、「新規として発行」をクリックします。

[image: 編集したジョブの新規としての発行]

	
新しいジョブの名前を入力して、「発行」をクリックします。




「レポート・ジョブの管理」ページでのジョブ編集の詳細は、第5.9項「ジョブの編集」を参照してください。






4.8 バースティング・ジョブの作成

バースティングとは、レポート・データをデータ内のキー・フィールドに基づいて複数のブロックに分割し、データの各ブロックのレイアウトと配信先に特定のパラメータを適用することです。たとえば、顧客の請求書のレポートをバーストして、各顧客の請求書をそれぞれの電子メール・アドレス宛に配信することができます。レポートのバースティング定義は、レポートのデータ・モデル内で定義されます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイド』のデータ・モデルへのバースティング定義の追加に関する項を参照してください。

レポートがバースティングに対応している場合は、「出力」タブの「出力先および配信先を決定するには、バースティング定義を使用します」ボックスが有効になります。このオプションを選択すると、出力と宛先の詳細情報はバースティング定義で指定されたものになるため、ジョブの「出力」と「宛先」の各オプションは無効になります。

レポートでのバースティング定義の使用は、レポート・エディタの「レポート・プロパティ」ダイアログで有効にします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のレポート・プロパティの構成に関する項を参照してください。






4.9 高度なトピック

この項には次のトピックが含まれます:

	
第4.9.1項「日付パラメータの増分」


	
第4.9.2項「日付式を使用した宛先ファイル名の動的定義」






4.9.1 日付パラメータの増分

スケジュールされたレポートに日付パラメータが含まれる場合、スケジュールの日付に値を入力すると、その値は更新できなくなります。そのため、スケジュールされたレポートのインスタンスが実行されるたびに、同じ日付パラメータが使用されます。日付パラメータの値が実行のたびに増加するようにする必要がある場合は、スケジューラの日付パラメータのフィールドに式を入力して、レポート・ジョブが実行されるたびに日付が計算されるようにすることができます。

たとえば、前の週のデータを取得するために毎週月曜日に実行されるレポートのスケジュールを作成するとします。このレポートの日付パラメータは、毎週、前の週の最初の日と最後の日になるように増加させる必要があります。

次に示す関数をここに示す構文のとおりに入力すると、スケジュールに従ってレポートが実行されるときに、該当する日付が計算されます。

	
{$SYSDATE()$} - 現在の日付(BI Publisherを実行しているサーバーのシステム日付)


	
{$FIRST_DAY_OF_MONTH()$} - 現在の月の最初の日


	
{$LAST_DAY_OF_MONTH()$} - 現在の月の最後の日


	
{$FIRST_DAY_OF_YEAR)$} - 現在の年の最初の日


	
{$LAST_DAY_OF_YEAR)$} - 現在の年の最後の日




パラメータ値内で呼び出された日付関数が評価されるのは、レポート・ジョブがスケジューラによって実行されるときです。

次のように、プラス記号(+)とマイナス記号(-)を使用して、日数を加算または減算する式を入力することもできます。

	
{$SYSDATE()+1$}


	
{$SYSDATE()-7$}




この例では、スケジュールが実行されるたびにすぐ前の週のデータを取得するために、レポートの日付パラメータのフィールドに次のように入力します。

	
開始日: {$SYSDATE()-7$}


	
終了日: {$SYSDATE()-1$}







	
注意:

日付関数は、データ・モデルでデフォルト・パラメータ値として設定することもできます。その場合は、ユーザーがレポート・ビューアでレポートを表示するたびに、デフォルト値として指定された式に従って日付パラメータが計算されます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイド』のパラメータと値リストの追加に関する項を参照してください。














4.9.2 日付式を使用した宛先ファイル名の動的定義

WebフォルダやFTPの宛先となるリモート・ファイル名を入力する場合は、日付式を入力することで、ファイル名に動的に日付が含まれるようにすることができます。この日付は、実行時にサーバーのタイムゾーンを使用して設定されます。

表4-4に、サポートされる日付式を示します。


表4-4 サポートされる日付式

	式	説明
	
%y

	
年を4桁で表示します(例: 2011)。


	
%m

	
月を2桁(01～12)で表示します(01 = 1月)。


	
%d

	
日を2桁(01～31)で表示します。


	
%H

	
24時制の時間を2桁(00～24)で表示します。


	
%M

	
分を2桁(00～59)で表示します。


	
%S

	
秒数を2桁(00～59)で表示します。


	
%l

	
ミリ秒を3桁(000～999)で表示します。










4.9.2.1 例

後ろに日付が付加されたファイル名の作成

後ろに日付、月および年が付加された、次のようなファイル名を作成します。

myfile_01_11_2010.pdf

次のように入力します。

myfile_%d_%m_%y.pdf

前に日付が付加され、後ろに時刻が付加されたファイル名の作成

前に日付、月および年が付加され、後ろに時間と分が付加された、次のようなファイル名を作成します。

01_01_2010_myfile_22_57.pdf

次のように入力します。

%d_%m_%y_myfile_%H_%M.pdf




	
注意:

my_file_%a%b%c.pdfのように、ファイル名に未定義の式が含まれている場合、ファイルは「my_file_%a%b%c.pdf」という名前で作成されます。





















5 レポート・ジョブの表示と管理


この章では、BI Publisherスケジューラに発行されたレポート・ジョブの表示と管理を行う方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第5.1項「「レポート・ジョブの管理」ページについて」


	
第5.2項「特定のレポートのジョブの表示」


	
第5.3項「レポート・ジョブの検索」


	
第5.4項「ジョブ表示のタイムゾーンの設定」


	
第5.5項「ジョブ詳細の表示」


	
第5.6項「ジョブの休止」


	
第5.7項「ジョブの再開」


	
第5.8項「ジョブの削除」


	
第5.9項「ジョブの編集」


	
第5.10項「「レポート・ジョブの管理」ページのリフレッシュ」






5.1 「レポート・ジョブの管理」ページについて

「レポート・ジョブの管理」ページでは、将来スケジュールされているレポート・ジョブと繰り返しレポート・ジョブが表示され、これらのジョブに対してアクションを実行できます。このページにアクセスしてから管理対象のレポート・ジョブを検索することも、特定のレポートのコンテキストからこのページにアクセスすることもできます。

管理対象のジョブを検索するには、次のいずれかの方法でこのページに移動します。

	
ホームページから: 「参照/管理」で「レポート・ジョブ」をクリックします。


	
グローバル・ヘッダーから: 「開く」をクリックし、「レポート・ジョブ」をクリックします。




特定のレポートのコンテキストからこのページにアクセスするには、次のいずれかを実行します。

	
カタログから: カタログ内のレポートに移動し、「ジョブ」をクリックします。


	
レポート・ビューアのページから: 「アクション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。




図5-1に、「レポート・ジョブの管理」ページを示します。


図5-1 「レポート・ジョブの管理」ページ

[image: 「レポート・ジョブの管理」ページ]



「レポート・ジョブの管理」ページは、次の用途に使用します。

	
プライベート、共有およびパブリックなレポートの、将来スケジュールされているジョブと繰り返しジョブを表示します。


	
ジョブの時間表示に使用されるタイムゾーンを選択します。


	
表示ページをリフレッシュして最近発行されたジョブを表示します。


	
レポート履歴にリンクして実行が完了したジョブの出力を表示します。


	
レポート・ジョブを編集します。


	
レポート・ジョブを削除します。


	
レポート・ジョブを一時停止または再開します。


	
ジョブ詳細を表示します。









5.2 特定のレポートのジョブの表示

特定のレポートのコンテキストから「レポート・ジョブの管理」に移動した場合は、そのレポートのジョブが、次のデフォルト・フィルタが適用された状態で表に自動的に表示されます。

	
レポート名 - 「レポート・ジョブの管理」ページを起動したレポートの名前


	
所有者 - 操作しているユーザーのユーザーID


	
スコープ - すべて (パブリックおよびプライベートなジョブ)


	
ステータス - すべて (アクティブおよび一時停止中のジョブ)




結果をさらにフィルタ処理するには、次の手順を実行します。






5.3 レポート・ジョブの検索

レポート・ジョブを検索するには:

	
特定のジョブまたはジョブのグループを検索するための「フィルタ」基準の値を入力します。


	
「検索」をクリックします。フィルタ基準を満たすジョブが「レポート・ジョブ」表に表示されます。

この表には、ジョブの一般情報とステータスが表示されます。

列ヘッダーをクリックし、昇順または降順でソートするための上向きまたは下向き矢印を選択すると、その列で表がソートされます。

ステータスの値は次のとおりです。

	
アクティブ - ジョブはスケジュール・イベントが発生すると実行されます。


	
休止 - ジョブは一時停止しています。レポート・ジョブは、再開となるまでは再実行されません。休止ジョブは、フィルタ基準を使用して「一時停止」のジョブを検索すると表示されます。












5.4 ジョブ表示のタイムゾーンの設定

ジョブの開始時刻と終了時刻を表示するためのタイムゾーンを選択できます。

ジョブ表示のタイムゾーンを設定するには:

	
リストからタイムゾーンを選択します。


	
「リフレッシュ」ボタンをクリックします。「レポート・ジョブ」表がリフレッシュされ、選択したタイムゾーンでの開始時刻と終了時刻が表示されます。









5.5 ジョブ詳細の表示

ジョブ詳細を表示するには:

	
「レポート・ジョブ名」をクリックして、ジョブの詳細ページを表示します。


	
各出力の配信情報を表示するには、出力名の横にある展開用のアイコンをクリックします。


	
「戻る」をクリックして「レポート・ジョブの管理」ページに戻ります。









5.6 ジョブの一時停止

ジョブを一時停止するには:

	
表内の目的のジョブ情報が表示されている行で任意の場所をクリックし、ジョブを選択します(ジョブ名のリンクはクリックしないでください)。[Ctrl]キーを押しながら[Shift]キーを押し、追加の行をクリックすると、複数のジョブを選択できます。行をもう一度クリックすると、選択が解除されます。


	
「一時休止」ボタンをクリックします。ジョブのステータスが「休止」に変わります。









5.7 ジョブの再開

ジョブを再開するには:

	
表内の目的の休止ジョブの行で任意の場所をクリックし、ジョブを選択します(ジョブ名のリンクはクリックしないでください)。[Ctrl]キーを押しながら[Shift]キーを押し、追加の行をクリックすると、複数のジョブを選択できます。行をもう一度クリックすると、選択が解除されます。


	
「再開」ボタンをクリックします。ジョブのステータスが「アクティブ」に変わります。









5.8 ジョブの削除

ジョブを削除する手順:

	
表内の目的のジョブ情報が表示されている行で任意の場所をクリックし、ジョブを選択します。追加の行をクリックすると、複数のジョブを選択できます。


	
「削除」ボタンをクリックします。









5.9 ジョブの編集

ジョブを編集するには:

	
結果表でジョブの「編集」アイコンをクリックします。または、「レポート・ジョブ名」をクリックしてジョブの詳細ページを表示し、ジョブ名の横にある「編集」アイコンをクリックします。次の図を参照してください。

[image: ジョブの「編集」アイコン]

	
「一般」、「出力」、「スケジュール」および「通知」の各タブを使用して、ジョブ詳細を編集します。


	
「ジョブの更新」をクリックして変更をジョブに保存します。または、編集したジョブを新しいジョブとして保存するために、「新規として発行」をクリックし、新しいジョブの名前を入力します。









5.10 「レポート・ジョブの管理」ページのリフレッシュ

「レポート・ジョブの管理」ページをリフレッシュするには:

	
「レポート・ジョブの管理」ページをリフレッシュするには、図5-2に示すように、ページ上部にある「リフレッシュ」ボタンをクリックします。


図5-2 「レポート・ジョブの管理」ページのリフレッシュ

[image: 表示のリフレッシュ]













6 レポート履歴の表示と管理


この章では、データを履歴から再公開すること、ジョブ出力を新しい宛先に送信すること、および正常に完了しなかったレポート・ジョブのエラー情報を取得することを含めて、BI Publisherジョブ履歴機能について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第6.1項「レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示」


	
第6.2項「特定のレポートのジョブ履歴の表示」


	
第6.3項「レポート・ジョブ履歴の検索」


	
第6.4項「ジョブ履歴の詳細の表示」


	
第6.5項「レポート・ジョブからのデータのダウンロード」


	
第6.6項「履歴からのレポートの再公開」


	
第6.7項「新しい宛先への出力の送信」


	
第6.8項「実行中のジョブの監視」


	
第6.9項「実行中のジョブの取消し」


	
第6.10項「レポートのエラー情報と警告情報の取得」


	
第6.11項「ジョブ履歴の削除」


	
第6.12項「「レポート・ジョブ履歴」ページのリフレッシュ」






6.1 レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示

「レポート・ジョブ履歴」ページには、実行中および完了したレポート・ジョブに関する情報が表示されます。このページにアクセスしてからレポート・ジョブ履歴を検索することも、特定のレポートのコンテキストからこのページにアクセスすることもできます。

ジョブ履歴を検索するには、次のいずれかの方法でこのページに移動します。

	
「ホーム」ページから: 「参照/管理」で「レポート・ジョブ履歴」をクリックします。


	
グローバル・ヘッダーから: 「開く」をクリックし、「レポート・ジョブ履歴」をクリックします。




特定のレポートのコンテキストからこのページにアクセスするには、次のいずれかを実行します。

	
カタログから: カタログ内のレポートに移動し、「ジョブ履歴」をクリックします。


	
レポート・ビューアから: 「アクション」をクリックし、「ジョブ履歴」をクリックします。




図6-1に、「レポート・ジョブ履歴」ページを示します。


図6-1 「レポート・ジョブ履歴」ページ

[image: 「レポート・ジョブ履歴」ページ]



「レポート・ジョブ履歴」ページは、次の用途に使用します。

	
実行中および完了したレポート・ジョブのステータスおよび詳細を表示します。


	
実行中のジョブを取り消します。


	
実行中のジョブを監視します。


	
ジョブ発行の詳細を表示します。


	
レポートから作成されたXMLデータをダウンロードまたは表示します(レポートに対して「データXMLの保存」を選択した場合)。


	
レポート・ドキュメントをダウンロードまたは表示します(「出力の保存」を選択した場合)。


	
他のフォーマットまたはテンプレートを使用してレポート・データを再公開します(レポートに対して「再公開用にデータを保存」を選択した場合)。


	
履歴からレポート・ジョブを削除します。









6.2 特定のレポートのジョブ履歴の表示

特定のレポートのコンテキストから「レポート・ジョブ履歴」ページに移動すると、そのレポートのジョブが、次のデフォルト・フィルタが適用された状態で表に自動的に表示されます。

	
レポート・パス - 「レポート・ジョブ履歴」ページを起動したレポートのパス


	
処理開始 - 1週間前またはそれ以降


	
所有者 - 操作しているユーザーのユーザーID


	
スコープ: すべての履歴 (スコープとして考えられる値: 公開ジョブ履歴およびプライベート・ジョブ履歴)


	
ステータス: すべて (ステータスとして考えられる値: 成功、失敗、実行中、出力エラーあり、取消済、取消中、配信エラーありおよびスキップ)




結果をさらにフィルタ処理するには、次の手順を実行します。






6.3 レポート・ジョブ履歴の検索

レポート・ジョブ履歴を検索するには:

	
特定のジョブ履歴または完了済レポート・ジョブのグループを検索するための「フィルタ」基準の値を入力します。結果は、次のものに基づいてフィルタ処理できます。

	
レポート・ジョブ名 - ジョブの発行時にジョブに割り当てられた名前です。


	
レポート・パス - レポートのパスです。レポートが「共有フォルダ」内にある場合は、パスに「共有フォルダ」を含めないでください。レポートが「マイ・フォルダ」内にある場合、最初のノードは「~」にユーザー名を足したものになります。たとえば、管理者としてログインしており、レポートが「My Folders/Operational Reports」にある場合は、「~Administrator/Operational Reports」と入力します。


	
スケジュール・コンテキスト - 将来使用するために予約されています。


	
処理開始 - この日付および時刻以降に要求の処理が開始されたことを示します。


	
処理終了 - この日付および時刻以前に要求の処理が終了したことを示します。


	
ステータス -次のいずれかのステータスと同じになります。

	
成功: エラーが発生することなくジョブが完了しました。


	
失敗: ジョブが失敗しました。


	
実行中: ジョブは現在実行中です。


	
出力エラーあり: ジョブは完了しましたが、エラーがありました。


	
取消済: ジョブは取り消されました。


	
取消中: ジョブは取消し処理中です。


	
配信エラーあり: ジョブを配信できません。


	
スキップ: ジョブはスキップされました。

エラー・ステータスの詳細は、第6.10項「レポートのエラー情報と警告情報の取得」を参照してください。





	
所有者 - ジョブを発行したユーザーのユーザーIDです。


	
スコープ - パブリックまたはプライベートです。





	
「検索」をクリックします。フィルタ基準を満たすジョブが「レポート・ジョブ履歴」表に表示されます。

表には最初、一致したレコードが33件表示されます。この数字は表の右上隅に表示されます。さらに33件のレコードをフェッチするには、垂直スクロール・バーを最下点まで動かします。それまでにフェッチされたレコード数がわかるように、右上隅に表示される数字が更新されます。スクロール・バーを下に動かすことにより、33件の増分でさらにテーブルへのレコードのフェッチを続けることができます。

列ヘッダーをクリックし、昇順または降順でソートするための上向きまたは下向き矢印を選択すると、その列で表をソートできます。









6.4 ジョブ履歴の詳細の表示

ジョブ履歴の詳細を表示するには:

	
「レポート・ジョブ名」をクリックし、ジョブの詳細ページを表示します。図6-2を参照してください。


図6-2 ジョブ詳細ページ

[image: ジョブ詳細ページ]



	
各出力の配信情報を表示するには、出力名の横にある展開用のアイコンをクリックします。図6-3を参照してください。


図6-3 配信情報

[image: 配信情報]



	
「戻る」をクリックして「レポート・ジョブ履歴」ページに戻ります。









6.5 レポート・ジョブからのデータのダウンロード

データを使用するには、ジョブの作成時に「再公開用にデータを保存」オプションを有効にしておく必要があります。このオプションの設定の詳細は、第4.3項「出力オプションの設定」を参照してください。

レポート・ジョブからデータをダウンロードするには:

	
「レポート・ジョブ名」をクリックして、ジョブの詳細ページを表示します。


	
「出力および配信」リージョンから、「XMLデータ」ダウンロード・ボタンをクリックします。


	
プロンプトが表示されたら、ファイルの保存場所を選択します。









6.6 履歴からのレポートの再公開

データを使用するには、ジョブの作成時に「再公開用にデータを保存」オプションを有効にしておく必要があります。このオプションの設定の詳細は、第4.3項「出力オプションの設定」を参照してください。

履歴からレポートを再公開するには:

	
「レポート・ジョブ名」をクリックして、ジョブの詳細ページを表示します。


	
「出力および配信」リージョンから、「再公開」をクリックします。これにより、レポート・ビューアが起動します。


	
レポート・ビューアでは、新しいレイアウトの適用、異なる出力タイプの選択、またはレポートのエクスポートを行うことができます。以前に実行されたレポートから取得したデータを使用しているため、パラメータの更新はできません。


	
「レポート・ジョブ履歴」ページに戻るには、「アクション」メニューをクリックして「戻る」を選択します。









6.7 新しい宛先への出力の送信

履歴表から出力を使用するには、ジョブの作成時に「出力の保存」オプションを有効にしておく必要があります。このオプションの設定の詳細は、第4.3項「出力オプションの設定」を参照してください。




	
注意:

送信機能では履歴は作成されず、配信ステータスも保存されません。単に、選択した宛先に出力が送信されるだけです。









新しい宛先に出力を送信するには:

	
「レポート・ジョブ名」をクリックして、ジョブの詳細ページを表示します。


	
「出力および配信」リージョンで新しい宛先に送信する出力を特定して、「送信」をクリックします。これにより、図6-4に示すような「送信」ダイアログが表示されます。


図6-4 「送信」ダイアログ

[image: 「送信」ダイアログ]



	
配信タイプを選択し、「宛先の追加」をクリックします。宛先タイプに応じて適切なフィールドに値を入力します。


	
宛先の追加が終わったら、「発行」をクリックします。









6.8 実行中のジョブの監視

ジョブのステータスが実行中の間は、レポートの処理ステージを監視することができます。

ステータスを表示するには、結果表の「実行中」のステータス・インジケータ上にカーソルを置きます。処理を実行しているクラスタ・インスタンスのインスタンスIDとともに、ステータスが表示されます。図6-5にステータスを示します。


図6-5 ジョブ・ステータス

[image: ジョブ・ステータス]



このページを表示している間は、ステータスは自動的には更新されません。ステータスが更新されたかどうかを確認するには、ページをリフレッシュします。

表6-1にジョブの処理ステージを示します。


表6-1 ジョブの処理ステージ

	処理ステージ	サブステージ
	
ジョブ・プロセッサ

	
ジョブ・キューに送信中

ジョブ・キュー内

ジョブ・プロセッサ内

ジョブ・プロセッサの完了

ジョブ・プロセッサで例外が発生


	
データのフェッチ

	
XMLデータのフェッチ中

XMLデータをフェッチ済

データ・モデル・プリトリガーの呼出し前

データ・モデル・プリトリガーの呼出し後

データ・モデル・ポストトリガーの呼出し前

データ・モデル・ポストトリガーの呼出し後


	
バースティング制御ファイルのフェッチ(バースティング・ジョブの場合のみ)

	
バースティング制御XMLのフェッチ中

バースティング制御XMLをフェッチ済


	
データ・プロセッサ

	
データ・プロセッサ内

制御ファイルの解析中 (バースティング・ジョブの場合のみ該当)

制御ファイルを解析済 (バースティング・ジョブの場合のみ該当)

分割キーに基づいてデータを切取り中 (バースティング・ジョブの場合のみ該当)

データの切取りの完了 (バースティング・ジョブの場合のみ該当)

サブジョブ合計 (バースティング・ジョブの場合のみ該当)

データ・プロセッサの完了


	
レポート・プロセッサ

ジョブがこのステージに達すると、出力は完了しているため、「レポート・ジョブ名」をクリックして出力を表示できます。

	
レポート・プロセッサ内

レポート・ドキュメントのレンダリング中

レポート・ドキュメントのレンダリングの完了

レポート・プロセッサの完了

レポート・ドキュメントのレンダリング・エラー


	
配信プロセッサ

<delivery>の値は、レポートに選択されている宛先に応じて、電子メール、FAX、ファイル、FTP、印刷またはWebDAVになります。

	
<delivery>プロセッサ内

<delivery>プロセッサに配信中

<delivery>サーバーにドキュメントを配信済

<delivery>プロセッサの完了












6.9 実行中のジョブの取消し

実行中のジョブを取り消すには

	
表内の目的のレポート・ジョブの行で任意の場所(ジョブ名のリンクを除く)をクリックし、レポート・ジョブを選択します。[Ctrl]キーを押しながら[Shift]キーを押し、追加の行をクリックすると、複数のジョブを選択できます。行をもう一度クリックすると、選択が解除されます。取り消すジョブは、「実行中」ステータスである必要があります。


	
表の上部にある「実行中のジョブの取消」アイコンをクリックします。図6-6を参照してください。


Figure 6-6 実行中のジョブの取消し

[image: 実行中のジョブの取消し]



	
確認ダイアログで「OK」をクリックします。









6.10 レポートのエラー情報と警告情報の取得

レポート・ジョブが失敗するか、警告とともに終了した場合は、結果テーブルのエラーまたは警告のステータス・インジケータ上にカーソルを置くことで、メッセージを確認できます。図6-7にサンプル・メッセージを示します。


図6-7 エラー・メッセージのサンプル

[image: エラー・メッセージのサンプル]



エラーや警告に関するより詳細な診断情報を得るには、Oracle Fusion Middleware Controlで該当ジョブの診断ログ・ファイルを確認します。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイド』のログ・メッセージの表示に関する項を参照してください。






6.11 ジョブ履歴の削除

ジョブ履歴を削除するには:

	
表内の目的のレポート・ジョブの行で任意の場所をクリックし、レポート・ジョブを選択します。複数の行を選択できます。


	
表の上部にある削除アイコンをクリックします。


	
確認ダイアログで「OK」をクリックします。









6.12 「レポート・ジョブ履歴」ページのリフレッシュ

レポート・ジョブ履歴ページをリフレッシュするには:

	
「レポート・ジョブ履歴」ページをリフレッシュするには、図6-8に示すように、ページ上部にある「リフレッシュ」ボタンをクリックします。


図6-8 レポート・ジョブ履歴のリフレッシュ

[image: レポート・ジョブ履歴のリフレッシュ]













7 BI Publisherカタログ内のオブジェクトの管理


この章では、BI Publisherカタログ内のレポート・コンポーネントを管理する方法について説明します。権限の設定、レポートとフォルダのダウンロードやアップロード、およびカタログにおけるオブジェクトの移動も含まれます。

この章の内容は次のとおりです。

	
第7.1項「カタログの概要」


	
第7.2項「カタログ内に格納されているオブジェクト」


	
第7.3項「フォルダまたはサブフォルダの作成」


	
第7.4項「カタログのオブジェクトに対するタスクの実行」


	
第7.5項「カタログのオブジェクトのダウンロードとアップロード」


	
第7.6項「レポートで参照されているオブジェクトにアクションを実行した場合の影響の理解」


	
第7.7項「カタログ翻訳ファイルのエクスポートおよびインポート」






7.1 カタログの概要




	
注意:

この章の説明は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionと統合されていないBI Publisherのインストールに適用されます。統合されたOracle BIプレゼンテーション・カタログの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドを参照してください。









Oracle BI Publisherカタログには、Oracle BI Publisherを使用して作成される、レポート、データ・モデル、スタイル・テンプレートなどのオブジェクトが格納されます。ユーザーは個人のフォルダ(マイ・フォルダ)を持ち、そこに自分のオブジェクトを格納できます。個人フォルダ内に格納されたオブジェクトには、コンテンツを作成してそのフォルダに保存したユーザーのみがアクセスできます。ユーザーは自分の「マイ・フォルダ」にサブフォルダを追加し、自分にとって最も理にかなった方法でコンテンツを編成できます。

ユーザーは、共有フォルダにオブジェクトを格納することもできます。共有フォルダでは、他のユーザーやグループもオブジェクトにアクセスできます。各ユーザーが使用できるフォルダは、ユーザーの権限によって決定されます。権限はオブジェクトレベルで割り当てられ、そのフォルダ内のオブジェクトを表示、編集およびスケジュールできるユーザーを決定します。管理者は、カタログの共有フォルダ構造の作成および保守を行います。






7.2 カタログ内に格納されているオブジェクト

カタログには、次のオブジェクトが表示されます。

	
フォルダ


	
レポート


	
データ・モデル


	
スタイル・テンプレート


	
サブ・テンプレート




図7-1に示すように、各オブジェクトには、それが何かを示すアイコンが付けられ、作成時と変更時の情報が表示されています。オブジェクトに説明がある場合は、カタログでもその説明が表示されます。カタログ内の各オブジェクトの横には、そのオブジェクトに対して実行できるアクションが表示されます。


図7-1 カタログのオブジェクトとそのアイコン

[image: カタログのオブジェクトとそのアイコン]



詳細は、第7.4項「カタログのオブジェクトに対するタスクの実行」を参照してください。






7.3 フォルダまたはサブフォルダの作成

次の手順を使用して、「マイ・フォルダ」内にサブフォルダを作成したり、必要な権限ががある場合は共有フォルダ内にサブフォルダを作成したりします。

フォルダを作成するには:

	
「フォルダ」ペインで目的の場所に移動します。


	
カタログ・ツールバーで、「新規」をクリックし、「フォルダ」を選択します。「新規フォルダ」ダイアログが表示されます。


	
フォルダ名を入力し、オプションで説明を入力します。「作成」をクリックします。









7.4 カタログのオブジェクトに対するタスクの実行

オブジェクトに対していくつかのタスクを実行できます。タスクを実行する方法は、オブジェクトの横のリンクやカタログ・ツールバーを使用したり、オブジェクトを選択して「タスク」リージョンでタスクを選択するなど、複数用意されています。図7-2を参照してください。


図7-2 タスクを実行する複数の方法

[image: タスクを実行する複数の方法]



これらのアクションを実行できるかどうかは、管理者によって付与される権限によって異なります。

タスクのオプションは、次のとおりです。

	
編集 - 適切なエディタまたはビルダーでオブジェクトを開きます。


	
コピー - フォルダまたはオブジェクトを複製します。オブジェクトを別のフォルダに貼り付ける場合は、目的のフォルダの場所に移動して「貼付け」をクリックすると、コピーしたアイテムがそのフォルダに配置されます。コピーしたアイテムを同じフォルダ内に貼り付ける場合は、「貼付け」をクリックします。コピーされたオブジェクトの名前は変更され、名前の前に"Copy_of_"が付きます。(注意: 同じ場所に貼り付けることができるのは、1つの"Copy_of_"のアイテムのみです。同じオブジェクトのコピーをさらに貼り付ける場合は、その前に名前を変更してください。)


	
切取り - 現在の場所からアイテムを切り取ります。オブジェクトを別のフォルダに貼り付ける場合は、目的のフォルダの場所に移動して「貼付け」をクリックすると、アイテムがそのフォルダに配置されます。


	
削除 - フォルダまたはオブジェクトをカタログから削除します。


	
ダウンロード - 選択した場所に保存できる、オブジェクトのアーカイブ・ファイルを作成します。第7.5項「カタログのオブジェクトのダウンロードとアップロード」を参照してください。


	
名前の変更 - フォルダまたはオブジェクトの名前を変更します。


	
権限 - オブジェクトレベルの権限を設定します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイド』のカタログの権限に関する項を参照してください。


	
カスタマイズ - このオプションは、カスタム・フォルダの使用を含むカスタマイズ・プロセスを企業で実施している場合にのみ使用します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のレポートのカスタマイズに関する項を参照してください。




フォルダにも、次のようなタスクがあります。

	
拡張 - フォルダのコンテンツを表示します。


	
貼付け - 切り取ったオブジェクトやコピーしたオブジェクトを選択したフォルダに貼り付けます。


	
アップロード - アーカイブしたオブジェクトをフォルダにアップロードします。詳細は、第7.5項「カタログのオブジェクトのダウンロードとアップロード」を参照してください。


	
プロパティ - フォルダの説明を更新できます。









7.5 カタログのオブジェクトのダウンロードとアップロード

BI Publisherカタログのダウンロード機能を使用すると、アーカイブ・ファイルにマルチコンポーネント・オブジェクト(レポートなど)をバンドルしてダウンロードできます。その後、アップロード機能を使用して、カタログ内の別の場所へデータをアンアーカイブします。この処理によって、オブジェクトをある環境から別の環境へ転送することができます。たとえば、この機能を使用して、BI Publisherのオブジェクトを開発環境から本番環境に転送することができます。

表7-1に、ダウンロード時に各タイプのアーカイブされたオブジェクトに割り当てられるファイル拡張子を示します。


表7-1 アーカイブされたオブジェクトの拡張子

	カタログのオブジェクト	ダウンロード・ファイルに割り当てられる拡張子
	
データ・モデル

	
.xdmz


	
フォルダ

	
.xdrz


	
レポート

	
.xdoz


	
スタイル・テンプレート

	
.xssz


	
サブ・テンプレート

	
.xsbz











	
注意:

BI PublisherがBusiness Intelligence Enterprise Editionと統合されている場合は、BIプレゼンテーション・カタログのアーカイブおよびアーカイブ解除機能を使用してこの操作を実行してください。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド 』の「Oracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理」を参照してください。














7.6 レポートで参照されているオブジェクトにアクションを実行した場合の影響の理解

レポートのリソースとして使用されているデータ・モデル、サブ・テンプレートまたはスタイル・テンプレートについて移動、切取り、名前変更または削除を実行すると、そのリソースへの参照が壊れ、レポートは想定どおりに動作しなくなります。

たとえば、My Data Modelsという名前のフォルダにあるデータ・モデルを使用して作成されたレポートがある場合、このデータ・モデルを別のフォルダに移動すると、レポートは動作しなくなります。これは、レポート定義ではデータ・モデルがMy Data Modelsにあると想定されているためです。

リソース・オブジェクトの移動がどうしても必要な場合は、そのオブジェクトを参照する各レポートを編集して、新しい場所のオブジェクトを参照するようにする必要があります。






7.7 カタログ翻訳ファイルのエクスポートおよびインポート

管理者権限を持つユーザーの場合は、図7-3に示すように、カタログ・ツールバーに「XLIFFのエクスポート」および「XLIFFのインポート」の各機能が表示されます。


図7-3 「XLIFFのエクスポート」および「XLIFFのインポート」オプション

[image: 「XLIFFのエクスポート」および「XLIFFのインポート」オプション]



この機能を使用すると、管理者は、カタログの選択したオブジェクトまたはオブジェクトのグループの翻訳文字列を含むXLIFFファイルをエクスポートできます。その後、XLIFFの文字列を、目的のターゲット言語に翻訳できます。XLIFFファイルの翻訳後に、管理者は、そのXLIFFファイルを再びカタログにインポートし、適切なロケールを割り当てることができます。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイド』のBI Publisherのカタログとレポートの翻訳の追加に関する項を参照してください。









A アクセシビリティ機能


この付録では、Oracle BI Publisherのレポート使用者向けアクセシビリティ機能の使用方法を説明します。

この付録では次の項について説明します。

	
第A.1項「アクセシビリティ機能とは」


	
第A.2項「アクセシビリティ・モードへの変更」


	
第A.3項「BI Publisherのユーザー・インタフェースのアクセシビリティ・サポート」


	
第A.4項「BI Publisherのレポート出力のアクセシビリティ・サポート」


	
第A.5項「キーボード・ショートカット」






A.1 アクセシビリティ機能とは

BI Publisherのアクセシビリティ機能は、障害者や高齢者による製品内の移動や使用を容易にするためのものです。アクセシビリティ機能では、標準ベースの支援技術ハードウェアおよびソフトウェア(Freedom Scientific JAWSやMicrosoft Narratorなど)がサポートされます。

アクセシビリティ機能は、次のカテゴリに大別できます。

	
サードパーティ支援技術製品を使用した機能。これらの機能は、サードパーティ支援技術製品で容易に解釈できる、標準のHTML要素から構成されるユーザー・インタフェースの提供に重点が置かれています。


	
「アクセシビリティ・モードの変更」に記載されているアクセシビリティ・モード。


	
マウスの使用が困難であったり、マウスを使用できないユーザーのコンテンツ内の移動を簡単にするキーボード・ショートカット。

詳細は、「キーボード・ショートカット」を参照してください。


	
コンテンツの作成者が、アクセシビリティを必要とするユーザーをサポートするコンテンツを作成できるようにするコンテンツ設計機能。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のアクセシビリティ対応の設計に関する項を参照してください。









A.2 アクセシビリティ・モードへの変更

BI Publisherのアクセシビリティ・モードでは、障害を持つユーザーをサポートする機能のみが表示され、スクリーン・リーダーに適したユーザー・インタフェースがレンダリングされます。次のリストで、アクセシビリティ・モードについて説明します。

	
「ホーム」ページには、「管理」ページにアクセスするためのリンクや、ほとんどの編集機能実行用リンクは含まれていません。


	
グラフ・ビューとマップ・ビューが表示されないかわりに、1つ以上の注釈付きの表に変換されます。


	
表およびピボット表は、スクリーン・リーダーがセルの内容を読み上げることができるよう適切な内部用注釈を付けてレンダリングされます。

すべての該当する表のナビゲーション・ショートカットについては、支援技術のドキュメントを参照してください。


	
表またはピボット表のレイアウトの変更にマウスは使用できません。




デフォルトでは、BI Publisherはアクセシビリティ・モードを使用しません。各ユーザーは、キーストロークを使用したサイン・インの説明に従ってサイン・インするとき、またはサイン・イン後に次の手順を使用することによって、アクセシビリティ・モードを有効にするかどうかを決定できます。

サイン・イン後に、キーストロークを使用してアクセシビリティ・モードを有効にするには:

	
「次としてサインイン」領域で自分のユーザー名がフォーカスされるまで、[Tab]キーを押してグローバル・ヘッダーを移動します。


	
[Enter]キーを押して[Tab]キーを押し、「マイ・アカウント」リンクを強調表示します。


	
[Enter]キーを押して、「マイ・アカウント」ダイアログを表示します。


	
「アクセシビリティ・モード」オプションに達するまで[Tab]キーを押し、「一般」タブのフィールドを移動します。


	
矢印キーを使用して「オン」オプションを選択します。


	
[Enter]キーを押して変更を保存し、ダイアログを閉じます。


	
ページをリフレッシュし、ページがアクセシビリティ・モードで表示されることを確認します。









A.3 BI Publisherのユーザー・インタフェースのアクセシビリティ・サポート

ユーザーは、キーストロークなどの代替ナビゲーション・ツールを使用してBI Publisher内を移動し、アクセシビリティ・モードでレポートを使用できます。



A.3.1 キーストロークを使用したサイン・イン

次の手順を使用して、マウスではなく、キーストロークを使用してBI Publisherにサイン・インします。

キーストロークを使用してBI Publisherにサインインするには:

	
ブラウザで、BI Publisherの「サインイン」ページを表示します。


	
BI Publisherで「サインイン」ページに使用する言語を変更するには、[Tab]キーを押して挿入ポイントを「言語」フィールドに置き、矢印キーを使用して目的の言語を選択します。次に、挿入ポイントは「ユーザーID」フィールドに置かれます。


	
IDを入力して[Tab]キーを押し、「パスワード」フィールドに挿入ポイントを置きます。


	
パスワードを入力します。


	
スクリーン・リーダーの使用が容易になる方法でBI Publisherのコンテンツをブラウザにレンダリングするには、スペース・キーを押して「アクセシビリティ・モード」ボックスを選択します。


	
[Shift]キーを押しながら[Tab]キーを2回押して、「サイン・イン」ボタンに挿入ポイントを置いた後、[Enter]キーを押して「サイン・イン」ボタンをアクティブにします。









A.3.2 ホーム・ページでの移動

BI Publisherへのサイン・イン後またはBI Publisherの他の場所から移動してホーム・ページを表示した場合は、[Ctrl]+[Alt]+[G]を押して、ホーム・ページの左上隅の「コンテンツにスキップ」リンクにフォーカスを置きます。

ホーム・ページをキーストロークで移動するには:

	
「キーストロークを使用したサイン・イン」に記載のとおり、BI Publisherにサイン・インします。


	
[Ctrl]+[Alt]+[G]を押して、ホーム・ページの左上隅の「コンテンツにスキップ」リンクを表示します。


	
次のいずれかのキーを押します。

	
ホーム・ページのデフォルトの開始位置である、グローバル・ヘッダーの下の左上隅にある最初のリンクに移動するには、このリンクで[Enter]キー。


	
グローバル・ヘッダーの最初のフォーカス可能な要素に移動するには、[Tab]キー。





	
[Tab]キーを押して、ホーム・ページの要素間を移動します。








A.3.3 表の複数の行のナビゲーション

アクセシビリティ・モードが有効な場合は、表の複数行の操作を支援するために、表の各行に「選択」チェック・ボックスが含まれています。たとえば、図A-1に示すように、「レポート・ジョブ履歴」ページでは、「選択」チェック・ボックスを使用して、削除する複数のレポート・ジョブを選択できます。

特定の行の「選択」チェック・ボックスにカーソルを置くと、上下の矢印キーも使用できるようになり、これで表の複数の行の間を移動できます。


図A-1 「選択」チェック・ボックス

[image: 「選択」チェック・ボックス]









A.4 BI Publisherのレポート出力のアクセシビリティ・サポート

RTFまたはレイアウト・エディタに基づくレポートから生成されるHTMLは、アクセシビリティに対応しています。

アクセシビリティに対応で設計されているレポートには、次のHTMLレポート・プロパティが含まれます。

	
ドキュメント・タイトル


	
グラフなどのイメージを説明するための代替テキスト・プロパティ


	
表のコンテンツを要約する表の要約プロパティ


	
アクセシビリティ・モードで表のヘッダー行が読み上げられる順序を指定するための、ヘッダー・レベルのプロパティ




詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のアクセシビリティ対応の設計に関する項を参照してください。






A.5 キーボード・ショートカット

Oracle BI EEでもBI Publisherでも、ソフトウェア・アプリケーションの多くで使用されている標準的なキーボード・ショートカットがサポートされます。また、両コンポーネントとも、コンポーネントに固有のタスクを実行するショートカットを用意しています。表A-1に、Oracle BI EEとBI Publisherで使用する一般的なキーボード・ショートカットを示します。


表A-1 一般的なキーストローク

	キーボード・ショートカット	結果
	
[Ctrl]+[Alt]+[G]

	
グローバル・ヘッダー内の最初のフォーカス可能な要素(「コンテンツにスキップ」リンク)に移動します。このリンクによって、グローバル・ヘッダーで使用可能なオプションを無視し、「ホーム」ページのメインの部分で使用できる機能に移動できます。


	
[Tab]

	
フォーカス可能な次の要素に移動します。


	
[Shift] + [Tab]

	
フォーカス可能な1つ前の要素に移動します。


	
[↓]

	
次のメニュー・オプションに移動します。


	
[↑]

	
1つ前のメニュー・オプションに移動します。


	
[Enter]

	
URLまたはアクティビティが関連付けられているリンク、イメージまたはボタンにすでにフォーカスがある場合、アクティビティをトリガーします。


	
[Esc]

	
フォーカスが置かれているメニューを閉じます。








表A-2に、BI Publisherのレポート間を移動するキーボード・ショートカットを示します。


表A-2 BI Publisher内を移動するキーボード・ショートカット

	キーボード・ショートカット	結果
	
[Alt] + 上向きまたは下向き矢印

	
ドロップダウンまたはコンボ・ボックスを開きます。


	
[Ctrl] + 上向きまたは下向き矢印

	
コンボ・ボックス内の次の項目または1つ前の項目を表示します。











	
注意:

Freedom Scientific JAWSまたは他のスクリーン・リーダー・プログラムを使用する場合、キーストロークの組合せを使用してレポート間を移動するには、まず、仮想PCカーソルを無効にする必要があります。レポート内の表オブジェクト間を移動するなど、それ以外の場合には、仮想PCカーソルを有効にする必要があります。
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